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神奈川県川崎市 

麻生ラグビースクール 
  



謹んで地震災害のお見舞を申し上げます謹んで地震災害のお見舞を申し上げます謹んで地震災害のお見舞を申し上げます謹んで地震災害のお見舞を申し上げます    

東日本大震災により被害を受けられた皆様に心よりお見舞い申し上げます。皆さまの安全と一

日も早い復興をお祈り申し上げます。麻生ラグビースクールも被災地の復興に向けた長い道の

りをサポートする活動を微力ではありますが進めて行きます。 
 

 

 

２３年度 麻生ラグビースクールスタート!! 

校長 三浦 幸宏 

２３年度の練習は、ＤＡＧＳが４月３日に日本体育大学建志台グラウンドでスタート、小学部は４月１０日

に日本大学稲城グラウンドでスタートしました。夏合宿前の４～６月は基礎体力と基本プレイをしっかりと

身に付ける時期と考え指導にあたり、交流大会・夏合宿・秋の県大会等を経て成長する子供達に今年も優

しさと厳しさを持って本気で向き合っていきます。 

今年度も、４月１７日に麻生市民館会議室で総会が行われ、２３年度の人事・予算・事業計画等をご承認

いただきました。今年度も予算・事業計画では昨年度と大きな変更ありませんが、人事・コーチ体制で新任

が多く採用され戸惑い等があると思いますが、あらゆる面でサポートして行きますので安心して各分野に

専念し活発に活動して頂きたいと思います。 

総会の後、麻生市民館会議室で母の会を行い、５年生の父母を中心に今年度の行事の担当や郵便振

込等の説明があり、スクールからはクラッシャーズ復活(毎月最終日曜日に練習)の件で説明を致しまし

た。 

その後は恒例となった『多満』で懇親会が行われ各学年より今年の抱負等が発表されました。どの会に

も大勢の方に参加頂き盛況の内に無事終了した事を報告させて頂きます。 

今年度の麻生スクール内の各委員会(指導・競技・ＣＳ・事業・安全・広報)活動が積極的に行い、 

又県普及育成委員会にも積極的な参加を期待しています。 

今年からはコーチ研修会を偶数月・コーチ練習会を奇数月に各１回行い、コーチのスキルと体力のレベ

ルアップに努めたいと考えています。 

今年も恒例となった『日本大学ラグビーフェスティバル 2011』が４月２９日に開催されました。日本大学ラ

グビー部とは色々な場面で交流を持ち、年を追うごとに絆が強まって来ている事が感じられます。又今年

もトン汁サービスへのご協力を有難うございました。 

『グラウンドに来たら皆に大きな声で挨拶をしましょう！』出来る子が増えてきました。今後も続けて行き

ますのでコーチ・ご父兄の皆様、積極的に声を掛けてあげて下さい。 

今年度も『次代を背負う若者づくり』に三位一体で取組んで行きますので、皆様のご理解とご協力をお願

い致します。 

 

抜けるクラッシュ ２   ～ 迫真の演技で２つのアングルを使い分ける ～ 

技術指導担当   大森  昇 

デカくて、足の速いプレーヤーが、正面から真っ直ぐあたる。ギャラリーのため息と共に小柄なプレーヤ

ーが吹っ飛ばされる。デカくて、速い選手をたくさん集めたチームが勝つ、そんなラグビーは「まっぴらご

めん」です。  

 

真直ぐにあたることが悪いわけではないんです。身体が大きくても小さくてもしっかりと正面突破を狙う

スキルは必要で、身につけば確実に１つの「武器」になります。理解したいのは、「武器は１つではだめ」

であることと、さらに云えば「もう１つの武器は取得に時間がかかる」ことです。 

 

もう１つの武器とは･････防御プレーヤーの間の 「スペースを突破するスキル」 です。 

なあんだ、簡単じゃん！って言っている君、出来ていますか？  

 



＜１．基本はストレートラン＞ 

子供達に何も教えないで、狭めの四角形で1vs１の抜き合いをさせると攻撃側プレーヤーはボールを受

けると同時に、防御プレーヤーの横に空いているスペースを目指して一直線に駆け抜けようとします。防

御プレーヤーも同じように動けるので、なかなか突破は難しいですね。【図 1】※「流れる」と形容されるこ

の「斜め走り」は学年が進んでも時折表れるので、指導者は留意しましょう！ 

 

攻撃側がいったん真っ直ぐ飛び出て、防御側に「こっちにくる！」と思わせたタイミングで空いているス

ペースに角度を変えて走りこめば、容易くスペースを突破することが出来ます。【図 2】角度を変えるタイミ

ングをつかむことがポイントで、タイミングが早くても遅くても防御に捕まってしまいます。【図 3、図4】 

 

流れないで、いったん真っ直ぐ飛び出ること（＝ストレートラン）と、角度を変えるタイミングを掴むこと

（＝間合いを掴む）は、実戦に近い形式の反復練習を数多くこなさないとなかなか身につきません（覚えて

も、すぐ忘れてしまうので、定期的にリマインドする練習も必要）。低学年レベルであれば、ストレートラン

のまま正面突破を試みるパターンと、角度を変えるパターンを織り交ぜれば、防御側は止めることが難し

くなるでしょう。 

 

＜２．防御側にどう見せるか？＞ 

中学年以降では、2 人以上の攻撃プレーヤーが連携して、防御側に「こっちにくる」と思わせるアクション

と「本当の突破アクション」を使い分けることになります。BK の所謂「サインプレー」と呼ばれているものは、

数人の迫真の演技により、相手に「こっちにくる」と思わせることで生まれた防御間のスペースの突破を行

うものです。  

 

センタークラッシュ（内側を狙う応用編）のようなシンプルなもの【図5】にしても、カンペイのような多少込

み入ったサイン【図6】でも、考え方は共通していて、＜防御側に「こっちにくる」と思わせるアクションと「本

当の突破アクション」の使い分け＞であることがご理解頂けるでしょうか？ 突破役以外のプレーヤーに

よる「迫真の演技」がポイントで、特定のプレーヤーだけではなくプレーヤー全員が全体像を理解し「アク

ション」していることが大切です。 



＜３．ラインブレイクが出来ると攻撃が連続する＞ 

防御側プレーヤーは横一列で飛び出してくるの

で、このどこかを突破すること（ラインブレイクと呼

びます）が出来れば、たとえ突破後にタックルされ

ても、その時点で相手防御はオフサイドとなります。

【図７】タックルされたプレーヤーはボールを離さな

くてはならず、その後ボールの後方から近づくプレ

ーヤーによりボールの争奪が行われる（この争奪

をブレイクダウンといいます）ので、図7の状況が作

りだせれば、攻撃側は連続して攻撃することが出来

ます。 

 

【図８】は今年、高学年（5 年生、6 年生）が目指す

「戦い方」です。 基本をしっかりと身に付け、コーチ

も子供たちも目と頭（頭突きではなくて中身ですね）

をフル回転させれば、良い結果が出るはずです！ 

2 年目の「抜けるクラッシュ」への御理解と御支援のほど宜しくお願い致します。 

 

 

  



クラッシャーズクラッシャーズクラッシャーズクラッシャーズ    

 

 

「新しいクラッシャーズを！」 

クラッシャーズ担当 川越義 

2006 年 5 月に、スクールの方針である生徒・父兄・コーチの三位一体の一環として、生徒の母親を中心

に単に子供達 の観戦に留まらず、ルールを理解し、実際にプレイ（タッチ・フット、今年からタグ・ラグビー

も）することを通じて、より一層ラグビーを理解し、子供・ス クール・ラグビーとの繋がりを深めてまいりま

した。 

今年で５年目を迎えますが、お母様方から特に「ルール解説」「タッチ・フット」「アップ・メ ニュー」は毎回

御好評を頂いています。今年からは特に三浦校長方針もありタグ・ラグビーの楽しさも共に体験頂く予定

です。既に今までに 150 名近いお母様 方に御参加頂いています。今年になって新たに 20 名の参加御申

込みを頂きコーチ陣もより一層意気高く頑張ってまいります。コーチ陣も強化を図り、子供達の 指導に定

評・実績の有る清水コーチ、また人気の親しみやすい「アップ・メニュー」の指導等、斯界のベテラン、川原

コーチにも加わって頂き、充実のコーチ陣 になりました。今年は「クラッシャーズ」も大いに刷新を図り、ラ

グビーを通して、お母様方同士のコミュニケーションの図れる企画も検討致しております。毎 月最終日曜

日、日大グランドに「気楽に」御参加下さい。気持ちのいい汗を共にかきましょう！ラグビーを楽しみましょ

う！新しい御参加大歓迎です！ 

今年の「新しいクラッシャーズ」に御期待下さい！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中学生中学生中学生中学生    

 

新年度の目標 

DAGS コーチ 小松 正己 

今年も DAGS で中学１年を担当させていただきます。中学１年生の当初はまだ小学生の名残がありま

すが夏合宿から体つきがだんだん大きくなり当りの強さが半端ではなくなります。精神的にも従順から自

立へと一年間の成長は目を見張るものがあります。また、今年の１年生はグリーン・ＹＣ・麻生で２１名のメ

ンバーとなり、Ｃとして１年生だけでチームを組むことができますので面白くなりそうです。（ＹＣは昨年の

県大会でグリーンと合同で出場、横浜ＲＳには行かずグリーンからＤＡＧＳに参加で頼もしいメンバーで

す） 

「ＤＡＧＳでラグビーをやっていて良かった。」と思えるような活動ができるよう１年間がんばりますので、

よろしくお願いいたします。 

 

中学初体験 

      １年コーチ 教村 政司 

小学生の部から中学生の部に上がり子供達の成長は著しく頼もしく感じています。 

グランド全面を使っての試合は、先週済ませることが出来ました。 

結果は残念な結果でしたが、私の予想以上に皆は頑張り走ってました。 

 

今年の目標もはっきりしたように感じます 

１）１）１）１）    自分に強くなる自分に強くなる自分に強くなる自分に強くなる    

コンタクトに入るスピードを怖がらない（攻守共に） 

   全面グランドを走りきる体力 

   ポジション別技術の向上（バックス担当として） 

   ハーフ  ：早いタイミングでの球出し 

   スタンド ：ライン攻撃、守備の要になる指令出し 

   センター ：全体目標の縦へのスピードの強化 

   ウィング ：グランドを広く使える走力 

   フルバック：ディフェンスと攻撃的ライン参加 ポジションのポイント 

２）２）２）２）    チーム全体を思いやるチーム全体を思いやるチーム全体を思いやるチーム全体を思いやる    

全員でまとまったラグビーを楽しく、厳しく１年間頑張りチームワークを作る！！（苦しみの中から

作れる） 

 

新しい環境の中 １年間頑張り強い DAGS に成りましょう。 

 

今年の目標 

ＤＡＧＳ３年 猪腰 風太 

今年のＤＡＧＳの目標は、もちろん県大会全勝優勝！！ 

僕自身の目標は、キャプテンとしてチームをまとめること、スタンドやハーフのポジションの役目を改め

て勉強し、パスをつなげ、思いどうりのゲームプレイができたらいいと思う。 

今僕は左のスクリューを遠くに、的確にとばせるように毎日練習をしている。 

みんなとの練習は週に１回の限られた時間の中で、ＤＡＧＳ全員一丸となって技術向上を目指したい。 

この一年あとがないので、僕は勝つことを意識している。 

みんなも同じ気持ちで前に進めたらいいと思う。 

 

仲間 

ＤＡＧＳ３年 藤井 岳哉 

3 月11 日の震災の後水戸遠征も消えてしまい学校の部活も 4 月まで禁止となってしまった。 



大変な時だからラグビーなんかしては行けないとは思っていたけれど ラグビーができない日々は辛

い毎日だった。そんなときユウタロウやキョウに連絡したらみんな同じ気持ちで近くの公園でラグビーをし

よう！とういうことになった。フウタやチバコウも一緒に麻生の仲間でラグビーができた！普段ならこの時

期は一緒にやることはできないけど震災で部活もないし おまけに卒業式にも出れて久しぶりに麻生の仲

間と一緒のチームで試合もできた。部活中心でDAGSの練習には行けないが先週は試合結果が気になっ

てマサヤに聞いてみた。決勝リーグは残念な結果と聞いた。試合に出てたわけではないけれど無性に悔

しくなってきた。DAGS は僕にとって仲間のチームだと思う。部活で悔しい思いをして落ち込んで DAGS に

行ったときも変わらず迎えてくれる仲間とコーチと、今は一緒に試合で戦うことはできないけれどずっと仲

間でありたいと思う。秋にはきっとリベンジできる！ 

打倒 横浜 横須賀！心から応援している！ 

 

「最終学年での目標」 

ＤＡＧＳ３年 横尾 昌哉 

大きな声を出し、全力で走り、強い当たりを心がけたいです。普段の練習から大きな声を出してみんな

の気持ちを盛り上げていきます。夏合宿、練習、県大会で気合いを入れ全力で走り、声を出して、強い当

たりで相手を倒します。 

今年で最後なので悔いのないよう、みんなで協力して全勝優勝して最高の一年にしたいです。 

 

今年の目標 

ＤＡＧＳ３年 須藤 行雲 

僕は今年はレギュラーに入れたのでチームに迷惑をかけないように自分の力を最大限に出していきた

いなぁと思います。直したい所は前からコーチにも言われていましたが、声を大きくして練習をすることで

す。あとはパスばかりじゃなくて自分から前に出ることです。これらのことを直していきたいです。これから

も続けたいのはタックルです。この前の横須賀との試合で負けてしまいましたが、ディフェンスが結構でき

たのでこれからも続けたいのとタックルをもっとしてみんなの役に立ちたいです。 

最終的な目標はとにかく試合に勝って県大会を優勝することです。 

 

《完全制覇の道しるべ》 

ＤＡＧＳ３年  小野 悠太 

とうとう、自分達が一番上の学年をむかえた。あっという間にここまで来た感じだ。ただ、自分のラグビ

ーへの思いが、今まで以上に大きくなっている事にビックリしている。 

午前中だけでは、物足りない。早く合宿で、思いっきりラグビー漬けになりたいと思っている。 

しかし、合宿で思いっきりやるだけじゃだめだと思う、しっかり目標を立てて望まなければならない。 

完全制覇の道に進むには、全員の合宿での出来にかかっている。それと心をひとつにして望まなけれ

ばならない。 

 

《最終学年にあたって》 

ＤＡＧＳ３年 小野 悠太・母 

早いもので、ラグビースクールでお世話になるのも、あと 1 年弱…淋しいです。 

空手との両立に、いつ辞めると言い出すのか、ドキドキの毎日でしたが、いつの間にか中学３年まで続

いていました。 

両立が、さすがにきつくなったのか…！？、中学３年になり、ラグビーだけに絞る選択したのには、ビッ

クリでしたが…、ラグビー大好きな私にとっては、嬉しい出来事でした。 

ダックスの最終学年で、最強のチームを作り上げ、心に残る試合を見せて貰えるのでは…と今から楽し

みにしています。  

厳しい(？)ご指導をよろしくお願い致します。   

 

 



今年の目標 

ＤＡＧＳ3 年 千葉 航平 

3 月 11 日の地震で今年の春休みは、部活がなくなってしまった。母は親戚の安否や、岩手の祖父母の

ことでいっぱいで、僕には全く無関心になった。（別にいつもあまり関心がないから構わないけど）さすが

に、テレビを見ていると暇を持て余しているのが、申し訳なくなり避難所いってトイレ掃除でもしなくっちゃと

思う気持ちがわいてきたが、電気もガスも復旧していない祖父母のところに行っても自分は、役に立たな

いし、母は毎日、二言目には心配だと言うし、何だかどうして暮していくのがいいのか時間はあるのに…

という春休みだった。そんな時、麻生ＲＳで一緒だった仲間に誘われて公園でラグビーをした。楽しかった

し、刺激になった。みんな小学校の時からうまかったけどさらに、さらにうまくなっていて、僕も頑張らない

とと素直に思えた。そして、一緒に公園でボールを追える仲間がいる幸せを感じた。 

中３になり、部活でもラグビーをしている僕は、試合があったり学校行事だったりで、なかなかＤＡＧＳに

参加できない。でも、ラグビーとの出会いの場が麻生ＲＳだった僕は、小学校の時からの仲間とのプレイ

が楽しみでもあり、原点を思い出させてくれる大切な場になっている。 

部活を優先させてもらっているので、たまにしか顔を出せず迷惑になっているのかもしれないが、参加

できるときには頑張るつもりだ。 

よろしくお願いします。 

 

「今年の抱負」 

ＤＡＧＳ２年 棚橋 耕太郎 

僕は２年生になり、技術のステップアップはもちろんだけれど、レギュラーをとりたいと思いました。 

だから練習には休まず出て全力で取り組みたいです。一年生が入り、先輩と言う立場になったので色んな

事をアドバイスできたらと思います。 

 

「２年目を迎えて」 

ＤＡＧＳ２年 棚橋 耕太郎  母 棚橋 円 

日頃よりコーチの皆様には大変お世話になっております。 DAGS に入り、あっという間の一年でした。 

部活との両立がどこまで出来るか心配しておりました。時には部活かラグビーか…悩む日もありまし

た。 

コーチの皆様や学校の先生のご理解もあり、何とかラグビーを続けていられる事ができ、感謝の一言

に尽きます。これから先、色んな試練や岐路に立たされる事があるかと思いますが、その都度、悩み、話

し合いながらと思っております。 

息子は決して、足が速いわけでもなく、ラグビーが上手いわけでもないですが、本人が辞めたいと言わ

ない限り応援して行きたいと思います。 

 

「今年の目標」 

  ＤＡＧＳ２年  木下 元太 

  ぼくの今年の目標は、とにかく「速いパス」を出すこと！ 

自分では速く出しているつもりだったけど、最近の試合をビデオで見ていると、次の人の位置を確認す

る 0.0 何秒が遅いのがわかってきた。 

あとはタックルは低く行き、抜かれない事を大切にしたい。 

又仲間が失敗した事を責めたりしないで、はげまし合い、仲間にはっきり聞こえる位の声で指示を、毎

日の練習や試合等で発揮できる様になりたいと思います。 

 

『目標』 

ＤＡＧＳ２年  嘉数 泰盛 

５月４日に新人戦決勝リーグがあった。 

横須賀市RS 24‐19 

横浜RS     36‐12 



となり結果は三位、横須賀戦ではあと一歩の攻撃が出来なかった。 

５月８日には交流戦があり、横浜 RS とはリベンジ戦になった。結果は敗戦、思うようなプレーも出来ず

悔しい思いをした。今回の結果を反省し、神奈川 DAGS として県大会優勝を目標に頑張りたいと思いま

す。 

また、５月１４日から一貫の練習がスタートし、『前進』することを目標に頑張りたいと思います。一貫に

は、神奈川県の全スクールが集結するので、自分がどこまで前進しアピールできるかを第一に考え、友達

でもありライバルでもあるメンバーと上手くやっていきたいと思います。 

 

「DAGS に入って」 

DAGS１年 小山田 弦 

DAGS に入っていろいろ変ったことがあります。それは仲間がふえたことです。仲間は、自分より強くて、

ぼくも負けないようにとがんばるようになったことです。足もはやくなって、体力もつけていかないといけな

いと思ってきました。それから、動きかたもしなやかに動けるようになっていきたいです。あと、練習の内

容が変わりました。パスのもらいかた、走りかたすべて変わりました。タックルも・・・。これからも練習をが

んばってラグビーが強くなりたいです。 

 

「DAGS1 年生の君へ」 

DAGS１年 小山田 弦 父 小山田 俊広 

いよいよ DAGS。麻生 RS6 年の時から新しい仲間も増えた。小学生に比べると体も大きく格段に激しい

中学生ラグビー。今は体も小さいけど、気持ちは大きく、声はもっと大きく！いつでも元気に、どんな事に

も前向きに取りくんで欲しい。君の素直で一所懸命な気持ちがあれば必ず貴重な仲間と思い出が作れる。

家族全員で応援しています。 

勇気を持って勇気を持って勇気を持って勇気を持って    前へ！前へ！前へ！前へ！    

コーチの皆さまよろしくお願いいたします。 

 

「今年の抱負」 

ＤＡＧＳ１年 曽我 鷹平 

僕は、ＤＡＧＳと中学のラグビー部を両方やっています。 

僕の今の目標は、足を速くして、ポイントに早く行けるようにすることです。 

中学のラグビー部では、先輩にほめられたこともあるけど、今まで麻生ラグビースクールで、コーチに

教えてもらったからだと思います。 

ＤＡＧＳでもがんばりたいです。 

 

今年の抱負 

ＤＡＧＳ１年 田口 吉兵 

僕の今年の抱負は基本的なプレーは勿論ですが、どのような状況でも対応出来るような判断力をつけ

ていくことです。 

前の試合ではケガ人が多く、今までやっていたスクラムハーフ以外のポジションも経験しました。 

初めてやるポジションもあり、とまどってばかりで何もできませんでした。 

なので、どこのポジションでも、どのような状況でも上手に対応できるようなオールマイティプレーヤー

を目指して頑張りたいと思います。 

 

「新たなスタート」 

ＤＡＧＳ１年 吉兵母 田口 富美 

いよいよ中学部での練習が始まりました。 

先日の日大グランドの練習では、すくすく伸びた先輩たちの中で（当然ですが）ひときわ幼く無邪気な１

年生が必死に新たな練習メニューに目を輝かせ、真剣に何かを習得しようとしている姿を見ることができ

ました。 



心身共に大きく成長できるこの３年間。 

ラグビー、学校、部活という環境の中で様々な体験をし失敗を繰り返し、悩み、考えそれでも前へ向かっ

ていってほしいと思っています。 

そしていつの日か仲間への思いやりと決して諦めない強さを秘めたラガーマンに成長してくれる事を夢

見ている母です。 

今のキラキラした瞳に期待です！ 

 

ＤＡＧＳに入って 

ＤＡＧＳ１年 三沢 一海 

小学4年生の時からラグビーを始めて、今年でＤＡＧＳに入りました。 

麻生の頃とは違うメンバーとの練習では、ポジションも変わって新しい事が増えたけどとても楽しいで

す。 

今年の目標で、前回、試合で全敗という悔しい結果だったので練習や合宿をがんばって、みんなで試合

にどんどん勝てるように、三年間でしていきたいです。 

3年間よろしくお願いします。 

 

「今年の抱負」 

ＤＡＧＳ１年 梅津 誉 

僕の今年の目標は、強い当たりと何事にも積極的に行動するということです。 

強い当たりは、勢いよくボールをもらいスピードを落とさず強く相手に当たり、どんんどん前に進んでい

きたいです。それと何事にも積極的に行動するとは、できるだけ多くボールをもらうことや、声を自分から

どんどん出していくということです。 

この目標を達成できるように一回一回の練習をきちんとしていきます。 

 

中学のラグビー 

ＤＡＧＳ１年  大森 鐵乃・ 

DAGS に入って、数か月が経ちました。 DAGS に上がると今までのラグビーでやってきたパスの仕方、

タックルの仕方などが違うので、これが中学のラグビーだ、と実感しました。 

そして、今まで練習してきた人工芝の稲城グラウンドと違い、健志台のグラウンドはラグビーらしい土の

グラウンドでした。  試合をする時のグラウンドの面積も小学生のときの広さの 2 倍になるので大変で

す。 

この間、試合をした田園C戦や横浜C戦、後半だけ出た静岡戦では、練習でやってきたことが出来ない

場面がいくつもあり、負けてしまいました。それらの試合で最も僕が出来ていなかったことはタックルでし

た。タックルでは手でいかないように直していきたいです。 

これから、練習でやったことを理解して、試合で出せるように頑張っていきたいです。 

 

「今年の目標」 

ＤＡＧＳ1 年 室井 虹翔 

 僕の今年の目標は、 

１．友達と健志大グランドまで自転車で行き、体力を付ける事。 

2. 練習を休まずまじめに行く事。 

3. コーチの話をしっかり聞き、プレーする事。 

4. ラグビ-ノ-トをしっかり書く事。 

DAGS の仲間と３年間頑張りたいと思います。よろしくお願いします。 

 

『DAGS に入って』 

ＤＡＧＳ１年 野川 亮 

麻生ラグビースクールから来ました野川亮です。グリーン、YC の皆さんこれから宜しくお願いします。 



中学校では部活もあり、なかなか参加出来ないかもしれませんが、部活が休みの日は、参加して精一

杯やりたいと思います。小学部とは違って中学部では人数も 12 人、体も大きくなり、当たりも厳しくなると

思いますが、小さい体でも出来る事を頑張りたいと思います。 

コーチの皆さん、DAGS のメンバーの皆さん、やれる事は精一杯やりますので、どうぞ宜しくお願いしま

す。 

 

ダックスに入部して 

ＤＡＧＳ１年 岩野 将大 

４月からダックスの練習に参加しています。新しいグランド、新しい仲間、新しい練習内容がとても新鮮

です。 

ボールの持ち方、走り方、かまえかたなど新しい事も教わりラグビーがまた楽しくなりました。 

学校の部活とうまく両立しながら練習に参加したいと思います。 

 

ぼくの目標 

ＤＡＧＳ１年 東野 遼太郎 

ぼくの大きな目標は３つあります。一つはコーチの話をよく聞き、それにもとづいて行動することです。 

ぼくはコーチの話を聞いて行動するのがおそいと思うので、はやくできるようになれたらいいなと思い

ます。 

次の一つは、パスを正確に出すことです。 

ぼくのパスはへんなところへ行くことが多いので、それを取ろうとしたみかたが落してしまい相手にチャ

ンスをあたえてしまうことになるので、いつでも正確なパスができるようにしたいです。 

最後の一つは、縦に行くことです。 

ぼくは、縦に行けるときでも、横に走ることがあるのでそこを直したいです。 

ほかにもできないことはいっぱいありますが、自分の力を出しきって、練習、試合をやりたいです。 
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後列左～ 大森、三沢、白川、亀田、佐々木、小作、中西、加賀、田村、大坪、風間               

中列左～ 木下、佐々木陽平、エラガ、山本、佐々木晃平、小作、安井 

前列左～ 藤原、越野、山中、白川、亀田        （梅津欠席） 

 

「６年生として最高の舞台で」 

６年チーフコーチ 加賀 司  

この度 チーフコーチに就任させて頂きました加賀です。この学年は幼稚園から４年生までは赤池さん

が担当し、５年生で安井さんにバトンタッチされ、今回最終ランナーとしてバトンを受けました。 

今まではスクールの幹事長として「黒子」でスクールを裏から支えてきましたが、とうとう表舞台で指揮

することになりました。 

指揮者となると、まずはタクトが必要ですが、前任者からは引き継いでいません。 

自分で木を探し、削り、手に馴染む様にしなければいけません。 

しかし、チーフコーチは指揮者にはなれません。だって試合には出られないから。 

ラグビーの場合は、ゲームキャプテンが指揮者として試合中は試合の状況を的確に判断し、選手を上

手く動かすことが重要となります。 

スクール全体としてはキャプテンに山中康大君、バイスキャプテンに小作航平君が任命されましたが、

６年生のゲームキャプテンとしては山本凌介君を指名しました。 

そして私は、試合では目立たない黒子＝舞台監督として動こうと思います。 

幸い、仕事でも色々な建築現場での監理を担当していますので、これは得意分野です。 

舞台を作る上には、優秀なスタッフが必要です。 

助監督・演出・照明・美術・衣装・メイキャップ・タイムキーパーなどなどそれぞれ専門的な技術を持った

優秀なスタッフが居れば素晴らしい舞台になるでしょう。 

以下のコーチがそのスタッフを担当します。 



・助監督（サブ）：三沢・木下、演出（技術指導）：大森・大坪、照明（雰囲気作り）：松岡 

美術（影の演出）：風間、衣装・メイキャプ兼タイムキーパー：安井、 

大道具：中西、小道具・ＡＤ：田村、プロデューサー：三浦 

地方遠征対応：仙台は岸川、大阪は森賀、北九州は赤池、宣伝・記録・食事：ご父母 

しかしながら、オーケストラのメンバーはたった１１人しかいません。 

当然みんな色々な個性があり、なかよしグループのように見えますが、いざ演奏をすると中々良い音が

出ない、または演技するとセリフは棒読み、表現もまだまだの状態ですが、これから１年間、子供たちとコ

ーチ・父母が一体となって練習に励みたいと思います。 

そこで、６年生での目標は、県大会での優勝であり、また昨年から実施されたミニラグビーファイナルカ

ップの優勝も目指し努力していきます。 

そして県大会の打ち上げや修了式には美味しいお酒が飲めるようにしたいものです。 

しかし、スクールとしては、表面的な優勝が目的ではなく、「次代の担う若者つくり」として子供達が成長で

きるように手助けすることが目的です。 

中学に進学してもラグビーを続けてくれることが一番ですが、他のクラブ活動でも良い。高校・大学・社

会人としてこのラグビー精神を生かし、この国・世界を支えてくれる人になってくれるよう期待しています。 

「こころは誰にも見えないが、こころづかいは見える。」「思いは見えないが、思いやりはだれにでも見え

る。」3.11 以降ＴＶで毎日流れていた言葉ですが、それらを実践できるような６年生になって欲しい。 

自分たちが使うボール・ユニホーム・スパイクやグランドに、また相手チームの選手・コーチ・父母に、大

会関係者の方に、そしていつも君たちを支えてくれている父母、兄弟姉妹に、ついでにコーチにも。 

６年生の「スローガン」は 

１．「みんなでつないでトライを取るぞ。」 

２．「決してあきらめないでチームの仲間を信じるぞ。」 

３．「最後まで全力を出し切るぞ。」 

最後に、６年生の最高の舞台にご期待ください。尚、入場料は無料ですので、いっぱいの応援をよろしく

お願いします。 

 

最終学年 

６年サブコーチ 三沢 洋 

いよいよ最終学年を迎えた。 

今のメンバーでラグビーができる最後の年だ！ 

去年の県大会が終わった後に立てた“全勝優勝”を今年は必ず果たしまずはお父さん・お母さんを喜ば

せよう！そして君たち自身、最高の思い出をつくろう！ 

コーチも美味しいお酒が飲めるので、できる限りのことをやるぞ！ 

坂道ダッシュや辛い練習は、みんなの苦しい顔を見たいのではなく、みんなで目標を達成するため

だ！ 

必ず目標を達成しよう！ 

 

心に残る最高の一年を創ろう 

６年サブコーチ 木下 義之 

いよいよ６年生、最終学年です。毎週日曜日だけですが、ラグビーを続けて来た事は子供達にとって大

変な事であり、また、支えて下さるご父兄は、心配やご苦労があった事と思いますが、もう少しがんばって

ください。このメンバーでラグビーを出来るのも１年しかありませんので。 

５年生から始めた坂道ダッシュは、５本からスタートし現在１０本をやり遂げていますが、子供達にとっ

て一番辛いメニューとなっているようです。しかし、タイムは確実に上がり２秒も速くなっている子供います

ので（２秒で約 10 メートル走れます）、みんなは、今以上にがんばったこと、集中したこと、タイムが上がっ

た事に自信を持って、さらに一生懸命全ての事にこの一年取り組んで下さい。君たちは、まだまだ出来

る！ 

一生懸命取り組んだことは、後に自信になります。結果が付いてくると、誇り（プライド）となり更にがん



ばる事が出来ます。この一年輝き続け、この学年に関係した人々が心に残る最高の一年となる様にしまし

ょう。 

子供・ご父兄・コーチが、三位一体となって邁進していきたいと思います。 

 

今年の抱負 

６年コーチ 大坪 功 

最終学年となりました！大事なことは去年と変わらないと思うので、継続あるのみ！だと思います。チ

ーム力アップの為、出来るだけ個々の潜在能力を引き出せるよう努めたいと思います。まだまだ、子供た

ちは本当に未知数だと思います。。。 

先ずは、絶対に走り負けない走力と忍耐力をつけよう！ 

その為には、特に坂道ダッシュは真剣に取り組もう！優勝する為には絶対不可欠！確かにキツイ練習

ですが一本でもサボれば意味が無いので、叱咤激励しながら私も気合入れて頑張りたいと思います。 

次に、１対１で絶対に負けない気持ちと責任感を持とう！ 

タックルするには、もちろん基本的な技術は必要ですが、最終的にはチームの為にどれだけ勇気を奮

い立たせられるか！だと思います。その為には、特に１対１の練習は一本一本真剣勝負で取り組もう！真

剣に取り組めば自信が付き、責任感も湧いてくると思います。 

最後に、毎日出来るだけラグビーの事を考えよう！ 

普段の生活の中でイメージトレーングしたり、少しでもボールに触れるだけで全然変わってくると思いま

す。 

それでは、県大会優勝に向け、三位一体頑張りましょう！！ 

 

今年の豊富 

 六年コーチ 安井 絹子 

子供たちとがんばってきた小学部でのラグビーもいよいよ最終学年となりました。わたくしの今年の抱

負は 以前の様に、より子供の近く居ようということと、目標としての県大会全勝優勝に向け、ゆっくりとで

はなくゆったりと子供たちが己の夢やビジョンに焦点を当てることができるよう寄り添ってがんばろうと思う

ことのふたつです。 

最高の自分になることとは 、勝負において、相手と強く衝突することではなく 自分より劣る人をみつけ

ることでもなくて、自分ががんばってることを誇りに思い、自分の能力が開花していくのを楽しんでいくこと

だと思います。わたくし自身も同じですが、子供たちにはなりうる限りの最高の自分になって、真の意味で

勝ってほしいと願います。 

また一年どうぞよろしくお願い致します。 

いい一年を引き寄せましょう！ 

 

どんと来い県大会！ 

六年コーチ 松岡智 

六年生の諸君、君たちほどぎりぎりの人数で県大会を戦う６年生も麻生では久しぶりです。全員が一丸

となり、最後まで決してあきらめない精神を貫いて優勝を目指しましょう。つらい坂道ダッシュや菅平合宿

を乗り越えれば、１０月は、「どんと来い県大会！」と胸を張って向かえられるはずです。受験する子は、ラ

グビーと受験を両立させるのは大変かも知れなません。しかし、文武両道の精神もこれまでの先輩チー

ムが示した素晴らしい麻生の伝統です。コーチも協力を惜しみません。個の努力とチームワークで、必ず

優勝を勝ち取りましょう。 

 

２０１１年度の抱負 

６年コーチ 田村 駿介 

６年担当の田村です。新しい年度とともに僕自身コーチ３年目を迎えました。今年の自分の抱負として

は、コーチとして３年目になるので今まで以上に気合いをいれて取り組んでいく事と、自分の担当以外の

学年の子達とも上手く接していきたいと思っています。そして、６年生が県大会で全勝優勝できるようにし



っかりとサポートしていきたいです。 

 

「今年の目標」 

６年 山中 康大 

僕は今年キャプテンに指名されました。今までは自分のことを考えてラグビーをやっていましたが、こ

れからはチームとしてどうかを一番に考えてラグビーをやりたいと思います。今年の目標は、まずは、試

合中にチームのひとり一人に声かけをすることです。特に先に点をとられたり、負けている時や仲間がミ

スった時などです。次に、試合でのファーストタックルは必ず自分が決めたいと思います。なぜなら、最初

にはげしいタックルを決めることでチーム全体の気持ちが盛り上がるからです。 

いよいよ最後の年です。昨年果たせなかった県大会での優勝を僕はこのチームで絶対達成したいと思

います。 

 

６年生として 

６年 小作航平 

ぼくが６年生でやりたい事は、まず、バイスキャプテンとして、練習の始めのランニングや準備体操の

声出しをしっかりやることです。 

キャプテンがとても大きな声を出しているので、ぼくもバイスとしてキャプテンが休んだときは一番声を

出してキャプテンの代わりをしなきゃならないし、休んでなくても、復唱や練習の声出しもちゃんと大きな声

を出さなきゃならないと思ったからです。 

他には、いつも練習の中で言われている、ボールを持ったら体勢を低くして当たることです。低くすれば

スピードもついて、当たったときに押しやすいし、両手でかかえればからまれてパイルアップにもなりにく

いし、進めなかったら下にダウンボールしたり、寝てラックからボールを出してつないでトライとか、トライ

できなくても相手の陣地の奥まで行けるかなと思ったからです。 

そして、今年一番やりたい事は、ファイナルカップの優勝です。去年の６年生ができなかった事を、今年

の６年生のぼく達がやりたいと思います。それと、去年県大会で横浜に負けたので、今年は横浜に勝ちた

いです。ラインアウトでボールを相手からうばって、トライを何本か決めて、ペナルティーもフォワード３人

で押してチームの役に立ちたいです。 

そして、バイスキャプテンとして麻生ラグビースクールを引っぱって行くつもりです。  

１年間よろしくお願いします。 

 

『最後の県大会に向けて』 

                             ６年 山本 凌介 

僕達は、今年６年生で最後の年なので悔いの残らないように、県大会に挑みたいです。 

そのためには、まず坂道ダッシュなどの練習を一つ一つ一生懸命やり、考えてやることが大事なことだ

と思います。夏合宿は、特につらくて苦しい練習だと思うので、気合を入れてやり、それが試合の時のど

んな場面で活かせるかなどイメージしてがんばっていきたいです。そして、夏合宿や練習の時におうえん

や手伝いをしてくれたお父さんやお母さん、コーチのみなさま、チームのみんなにプレーでおん返しして

絶対県大会で優勝します。 まあ 見ていて下さい（笑） 

 

６年 佐々木 晃平 

今年は最上級生として身近なことですが、グランドに入るときは挨拶をしっかりする、準備体操では大き

な声を出すなど下級生のお手本になるように、頑張りたいです。練習では坂道ダッシュを、一本一本手を

抜かず頑張り、試合で走り勝ちたいです。県大会までには下手なタックルを直して、相手を止めたいです。

そして小学生最後の県大会で優勝したいです。ただ今年は塾と重なって練習ができないときもあるので、

行ける日は精一杯頑張りたいです。夏合宿では最上級生として班長になると思います。下級生の面倒をし

っかり見たいです。 

 

 



６年 佐々木 陽平 

 今年は「全力で最後までやり抜く」を目標に頑張りたいです。坂道ダッシュは手を抜かず、みんなを引っ

張るぐらいに走る。タックルをまじめに練習して、体の大きい小作君、デヴィ君を止められるようになりたい

です。また塾もあるので、みんなが一生懸命練習している時に、僕はテストでその分頑張りたいです。夏

合宿では今までの上級生が優しくしてくれた分、今年は僕がみんなに優しくし、笑顔で生活・練習できるよ

うにしたいです。そして県大会は今年最後なので、絶対優勝したいです。 

 

今年の目標 

６年 梅津 暁 

 ラグビーを始めて８年間、最終学年の６年生になりました。人数は少ないけれどみんないい仲間で力を

合わせて頑張ってこれました。今年の目標は「声をだしてみんなを引っ張っていくことと、低いタックルで相

手を止める」ことです。 

 水泳練習のため練習時間が少ないので、練習に参加した時は一つひとつの動きに集中して頑張ります。

県大会、ファイナルカップ優勝に向け、これからも練習と合宿と力を出し切って頑張ります。 

            みんな、頑張るぞ～！ 

 

 

今年の抱負 

６年 越野 良我 

 僕は今年三つがんばりたいことがあります。 

まず一つ目は、県大会の優勝です。去年は最後横浜に負けて準優勝だったし、おととしも一勝しかできな

かったので、今年は横浜にできれば勝って優勝して最後の県大会を終わりたいです。 

 次にがんばりたいことは、タックルです。いつも試合になるとどうしても怖がってできなくなってしまいま

す。だから、怖がらずにするためにはともかく練習をしてこわがらなくてもタックルが出来るようにがんばり

たいです。 

 最後にがんばりたいのは、２月にある大会です。去年までは、無かったからどうなるか分からないけれ

ど、これも絶対優勝して最後の年を終わりたいです。 

 

「今年の目標」 

           ６年 藤原 卓也 

ぼくの今年の目標は声を出すことと、周りをよく見ることです。 

ＳＨとしてみんなに指示を出して声をみんなの２倍以上声を出したいです。だけど周りの状況がわかっ

てなければ、まちがった指示を出してしまうので周りをよく見て大声を出したいです。もしＳＨ以外のポジシ

ョンをやっても同じようにみんなの２倍以上出して出し続けて県大会で優勝したいです。 

 

今年の目標 

６年 エラガ デヴィッド  

今年は、今までのＦＷ以外のポジションもやる時があるので、動きをしっかり身につける事。 

タックルや得点につながるプレーを試合の時しっかり出来るように、練習の時でも本気を出して辛くても 

頑張ってやっていこうと思う。     

そして、今年の県大会は１１人で力を合わせて 優勝するぞ！！   

 

＜目標＞ 

                         ６年  白川 幹斗 

僕の今年の目標は、田園や相模原や横浜に勝って、県大会で優勝することです。 

「つらい練習にたえる！」 「強いタックルを決める！」 「声を出す！」 「仲間を大切にする！」 「自分に

負けない！」 

そのためには、坂道ダッシュで、１５秒をきるタイムを出して、走れるフォアードになり、チームの勝ちにつ



なげたいです。 

 

今年の抱負 

６年生 亀田 幹太 

僕は今年、色んな事にチャレンジしていきたいと思います。坂道ダッシュでは、今までの平均タイムを１

秒でも減らして走力を付けたり、１対１のタックルでは恐がらないで姿勢を低くして相手の太ももの所をタッ

クルできるようにしていきたいです。去年の県大会の最後の試合ではどんどん抜かれてトライを取られて

いたので、今年は坂道ダッシュや１対１などを特に頑張って県大会を優勝したいです。 

 

頑張れ６年生 

６年生 亀田 幹太の母 

幼稚園の年長の時からスクールに参加させていただき、あっと言う間に６年生になってしまいました。

ふるさと公園で虫を追いかけていた頃は、正直６年生まで続けていけるとは思っていませんでしたが、コ

ーチの皆様の暖かいご指導と仲の良い仲間のお陰でここまで続けてこられました。今は小学部の最終学

年としてしっかりとスクール全体を引っ張っていくように頑張って欲しいと思っています。今年はいよいよ最

後の夏合宿、そして最後の県大会となります。悔いのない１年を皆で駆け抜けていけるよう父兄として出

来る限りの応援をしていきたいと思います。 

 

＜がんばれ！６年生！＞ 

                          6 年 白川 幹斗の母  

幹斗が、麻生ラグビースクールでお世話になって色々な事を教えてもらいました。 

コーチには父の優しさと厳しさ、仲間には仲間を大切にする気持ち。だから、大切な仲間のために幹斗自

身の気持ちを強く持ち少しでもチームに貢献出来るようにしてほしいです。 

いつも仲間を思い優しい言葉をかけたり、肩をたたいて仲間を励ましたり、なんとなーくっついている６年

生、本当に素晴らしい仲間だからこの仲間で、県大会で優勝出来るように頑張って最高の１年にしてくださ

い。 

仲間を大切にする君たちだからこそ、きっと、絶対に勝てる！！と信じています。 

がんばれ６年生。 

声だしの大きさでは、お母さん達も負けませんよ！！ 

 

今年の抱負 

６年 父兄  佐々木 俊伸（晃平・陽平の父） 

最近は仕事の関係でなかなか練習・試合・各行事に参加できず残念です。それ故に子供たちの後から

聞くラグビースクールの話をいつも楽しんでいます。「今日も坂道ダッシュがきつかった」「コーチからこん

なことを言われた、教わった」「今日はあのコーチとこの子が来てなかった」などなど。いつも真っ黒で帰っ

てくる子供の姿を見るたび日々成長し、逞しくなっていっていることがわかります。これもいつも鍛えてい

ただいているコーチの皆様方、ならびにサポートしていただいているご父兄の皆様方のお陰だと本当に

感謝しております。今年は 6 年生。最上級生である責任、塾等との掛持ちなど非常に難しい学年だと思い

ます。それ故に非常に思い出に残る大切な一年になると思います。親として微力ながらできる限りのサポ

ートをしていきたいと思っております。晃平・陽平は中学に入ったら DAGS に入るとすでに明言しています。

子供たちにとって一生のスポーツになりそうなラグビー。今年はどんなドラマがあるのか楽しみです。 

 

６年 小作航平の母  小作照美 

早いもので、とうとう６年生の年を迎えてしまいました。 

航平はたしか、４歳の頃からず～とラグビーボールに触れて育ってきたように思います。あれからもう７

年・・・そろそろ、というか、いいかげん爆発してくれてもいいじゃないかなあ～と思っています。 

少しずつ少しずつ上手になってきていると思うのですが、まだまだ爆発してないよね。（俺が当たったら相

手は痛いじゃないかな？）なんて考えているようだけど、チームの仲間のために、思いっきり当たってフォ



ワードの仕事をしっかりと果たしてほしいと思います。その喜びを早く見つけてほしいと思います。 

今年はバイスキャプテンを任命され、本人も意外とその役割を意識しています。 

スクールを引っぱらなきゃ！て考えているようなので、その気持ちがプレーに表れてくれたら、航平もあ

と一段も二段も成長できると思います。 

父も母も、誰よりここまで育ててくださったコーチ陣が、そんな航平を待っていると思うよ。 

小学部最終学年！思いっきりやってみようよ。 

少人数だけどかけがえのない大事な仲間と、頂点を目指そう！！ 

小作母は、いつもいつも６年生のすぐそばで叱咤激励しながら見守っているよ。 

６年生のみんな、全力を出し尽くそう！！！  

 

５年生５年生５年生５年生

 

（１列目左から）・武井コーチ・西野響太・寺田大起・横島拓郎・齋藤祐太・萩原睦・井上謙亮 

（２列目左から）・佐藤公亮・大森公乃祐・濱田透唯・大坪勇太・安井健太・野川真・柳沢コーチ 

（３列目左から）・小作コーチ・安藤慎吾・宮澤朋輝・伊藤大吉・大竹竜矢・真山巧也・川原奨平・中司大也 

          ・濱田（姉）・濱田（母） 

（４列目左から）・山中コーチ・萩原（母）・萩原（妹）・横島（姉）・大坪（妹）・大坪（母）・大竹（母）・井上（母） 

          ・真山（母）・伊藤（母）・野川（母）・寺田（弟）・寺田（母）・横島（母）・渡部コーチ・宇田コーチ 

 

「2011 年度5 年生としての期待」 

  ５年生コーチ 小作 紀昭 

今年で５年目を迎えました｡ご父兄､ｺｰﾁの皆さん､宜しくお願いします。 

例年通り､ﾗｸﾞﾋﾞー ｽｸｰﾙとしては学校よりも一足早く､黒川の餅つきから新年度をｽﾀｰﾄ｡       

5 年生として､新ｷｬﾌﾟﾃﾝ､ﾊﾞｲｽの指名に加え､FW/BK ﾘｰﾀﾞｰとして役割も増えました｡          

4 月に入り､新５年生改め→５年生。学校でも“高学年の兄貴”になりました｡ 



先日の日大ﾌｪｽﾀでは柿色ｼﾞｬｰｼﾞを手渡ししました｡ 

麻生ﾗｸﾞﾋﾞｰｽｸｰﾙの“麻生の柿色”のｼﾞｬｰｼﾞを感じて､夏合宿に向けて今から体力は勿論、やり切る気持ち

を準備して行きましょう。 

 

(5 年生としての期待 ３つ) 

・ 自分達で考えること。 

言ったらできるけど､言わないとできない(やめてしまう｡) 

麻生の高学年の一員として､仲間や親やｺｰﾁに甘えず､皆が 1 人１人､できることやろうとすることが考

えるﾗｸﾞﾋﾞー だと思います。 

ｷｬﾌﾟﾃﾝを中心に仲間同士で会話する時間が重要だと考えます。 

・ 人(仲間)を信じる気持ちを持つこと｡ 

ﾁｰﾑﾜｰｸって・・・ 

「“協力”して行動するための、“ﾁｰﾑ”内の団結や連係すること。」 

“協力”＝子ども達同士が協力する気持ちを引き出すには大人が気持ちを聞きだすことだと考えます｡ 

ﾁｰﾑ＝試合をする子供達を支える大人も 5 年生ﾁｰﾑの一員だと考えることだと思います。 

・ 自分の気持ちを表現すること｡ 

何となく(走る､ﾊﾟｽする､声を出す)していることから各々の感情を感じられるように｡ 

本気で接してこそ､彼らは返してくれると思っています。 

期待するからにはｸﾞﾗﾝﾄﾞで一層表現します。努力します。 

 

忘れられない震災の年に､子供達が頑張った記憶を残しましょう！ 

                                   －以 上－ 

 

「新学年を迎えるにあたり」 

５年生コーチ 向野禎明 

共に練習をしてから一年が経ちましたね。そして、又、今年も皆と一緒に練習ができることをうれしく思

います。昨年は、目標であった、タックルと接点での激しさも出てきました。個人プレー中心のスタイルか

らチームの意識が芽生え、本当にその進歩を頼もしく思いました。 

今年からは、いよいよ５年生から着ることができる「柿色」のジャージを着て試合に臨みます。先輩から

受け継がれてきたそのジャージを着て、最高のパフォーマンスが出せるように５年生コーチは全力で君た

ちにぶつかっていきます。 

コーチたちは、君たちが笑顔で本当にラグビーを楽しそうにプレーする姿が大好きです。勝ち負けにこ

だわり過ぎるのは良くありませんが(向野コーチは、昨年、三菱重工 G で戦った田園戦を練習中は忘れて

いません)、県大会で赤紺チームともに全勝して、笑顔で笑えるように一年間頑張っていきましょう。 

 

「今年の目標！“トイメン（１対１）に勝つ！！”」 

５年コーチ 山中 淳郎 

 5 年生のみんな、いよいよ 9 人制になりましたね。昨年はチーム目標を「one for all」（ワン フォー オー

ル）として、みんなでボールをつなぐラグビーを目指しました。その結果、ひとりよがりの勝手なプレーが

減り、声を掛け合う、仲間にボールを出すためにスイープに入る、一人にさせないでフォローする、など随

所で組織的なプレーができるようになりましたね。コーチ達もみんなの成長を肌で感じています！ 

 新年からポジションも新たに9人制の練習を始めてますが、大分自分のポジションの動きを理解してくれ

ていると感じています。でも 5 年生になると相手チームもこれまでよりアタリも強くなるし、組織的なプレー

で攻めてきます。相手と競った良い試合をするにはディフェンス強化が必要です。練習では毎週 1 対１タッ

クルを繰り返し、チーム全員が強いタックルに入ることができるようになりました。でも試合では、まだまだ

です。 

そこを何としても強化したいとコーチ達で話し合いをして、今年の目標は、そんなカラを打ち砕くために

「トイメン（１対１）に勝つ」と決めました。練習でできているのに、本番でできない。これは気持ちの問題で



す。気持ちを強く持ち、自分が絶対に止めるんた！と思えば、練習でやれてることが試合でもできるはず

です。いや、必ずできます！ 

タックルだけでなく、スイープでも同じです。さらにはアタックでも同じで、トイメンにタックルされずにゲ

インラインを越えれば、自分達が数的に有利になりますので、大チャンスになります。ですから、今年は練

習でも試合でも、みんな一人ひとりが「トイメンに勝つ！」を実行していきましょう。そして今年こそ県大会で

優勝しましょう！！ 

ご父兄の皆様、いつも温かく見守っていただき有難うございます。今年も三位一体でよろしくお願いいた

します。 

 

「今年の目標」 

                       ５年生 安藤 慎吾 

ぼくは、福島県福島市から引っ越してきました。けれど、ラグビーは初めてではありません。ぼくは、二

年生の夏まで麻生ラグビースクールでラグビーをしていました。久しぶりに友達と会えたり、ラグビーがで

きてうれしかったです。 

 始まって最初のころは、上手くできませんでしたが、最近では、少しずつ感覚を思い出してきています。 

 そして、ぼくの今年の目標は、試合にたくさん出て、すべての試合に勝つことです。ぼくは、この目標を

実現できるように、いろいろな練習を積み重ねて、がんばっていこうと思います。 

 

「今年の目標」 

       ５年生 伊藤 大吉 

僕の今年の目標は、各試合の前に目的を持って試合にいどんで行きたいです。 

なぜかと言うと、試合で全力プレーをして、良いプレーを増やして行きたいから 

です。 

そのためには、練習をしっかり行って試合に備えたいです。 

今年こそは県大会で優勝して良い思い出を残したいです。 

 

「今年の目標」 

５年生 井上 謙亮 

今年の目標は２つあります。1 つ目は、低くてはげしいタックルをすることです。それには、相手より低くか

まえて早く出ること、前を向いてしっかりふみこみ、あたったらドライブすることです。あと、コーチの言うこ

とを良く聞いて、しっかり練習すれば、きっと強い田園などにも勝てると思います。2 つ目は仲間にいいボ

ールをたくさんわたすことです。去年はあまりいいボールをわたすことができなかったので、2つ目の目標

をこれにしました。 

今年、1 年間も一生けん命がんばっていきたいと思います。 

 

「５年生になってがんばりたい事」 

５年生 大竹 竜矢 

 ぼくが５年生になってがんばりたい事は、相手にタックルして、たおして、ボールをとる事です。 

 あと、ボールを持って、思いっきり相手にタックルして、ダウンボールをする事です。夏合宿でも相手にタ

ックルして、たおす事を意識して、がんばりたいです。 

 あと、みんなに注意されないようにしたいです。 

 合宿で、みんなと仲良く練習したいです。あと、合宿までに、コーチや仲間に分からないことを教えてもら

って、全部自分でできるようになりたいです。 

 

「５年の抱負」 

５年生 大坪 勇太 

僕が、この 1 年間で頑張りたい事はタックルと声出しとサインプレーです。 

4年の時はあまり威力のないタックルで、せっかくタックルしてもパスが回ってしまうことが多かったから、5



年からは、相手が吹っ飛んでパスが出来ない位の威力のあるタックが出来るよう頑張ります。 

あと、4 年の時の試合で負けている時に、僕が声出ししたりアドバイスしたりしてみんなを元気づけられ

なかったので、5 年では、大きな声を出して、盛り上げられるように頑張ります。 

あと、今までやったことのない新しいサインプレーも、使いこなせるように頑張ります。 

この一年間、この３つは常に頭に入れて、頑張ろうと思います。 

 

「５年生でがんばりたいこと」 

５年生 大森 公乃祐 

僕の今年の目標は、県大会で優勝することと、新しいフルバックというポジションをがんばることです。5

年生になって9人制でプレーするのが楽しみでした。けれど、やってみるとむずかしいです。頭の中では、

当たって、オーバーして、パス出して、という感じでうまくいくと思っていましたが、ボールがかんたんにす

ぐに出なかったりしてむずかしいです。ぼくは 9人制はかんたんではないと実感しました。5年生では県大

会に向けて 9 人制のプレーをもっとうまくなりたいです。 

  今年は、チームでバックスキャプテンになったから、バックスを声で引っぱりたいです。県大会もがん

ばりたいし、それ以外の試合もがんばりたいです。 そのためには低くタックルに入りたいです。9 人制の

フルバックではセンターのオーバーに入るので、オーバーもがんばりたいです。 

  それと声を出すこともがんばります。みんなが苦しいときに声を出したいです。試合の時は、トライをと

った時やトライをとられた時、苦しい時に声をかけていきたいです。 5 年生の県大会は絶対優勝したいで

す。 

 

抱負（5 年生での） 

５年生 川原 奨平 

ラグビー・水泳・ピアノ・勉強とそれぞれに目標を持って取り組み、充実した時間が過ごせるようにしたい。 

ラグビーでは 

１、仲間を大切にする。 

２、コーチの話をしっかり聞く。 

３、タックルや強い当たりができるようにする。 

４、サポートができるようにする。 

５、周りをしっかり見る。 

試合に勝てるように努力したい。 

 

「今年の目標」 

５年生 齋藤 裕太 

僕の今年の目標は、全試合に勝つためにハーフとしての役目をしっかりやりとげる事です。僕が１番大

切だと思うのはパスの正確さです。理由はパスが正確じゃないと通らないし、それで相手に取られたり、

落としたりしたら相手ボールになってしまうからです。 

だからそうならないように、頑張りたいです。そして全勝したいです。 

 

「５年生になってがんばりたい事」 

５年生 佐藤 公亮 

ぼくが今年がんばりたいのは、オーバーです。たまにおしかえされるので、そこでがんばりたいです。 

もう一つは５年生になって新しくなったやり方をやりきる事です。５年生になると４年生とはちがって、た

だガムシャラにオーバーするだけではなく、決まった時にオーバーをします。１回目でかたまった時はライ

ンをひいて、２回目にかたまった時はつっこんで行きます。 

ぼくはみんなのペースに少しだけついて行かれない時もあるから、そこもちゃんと５年生になったので

がんばりたいです。もう高学年なので、だらけているとなさけないので笑われないように、てきぱきと行き

たいです。 



夏合宿でがんばりたい事はステップです。ぼくはオーバーが中心だけど他の事もできた方がいいと思う

し、１VS１の時にタックルされて勝てない時があるからです。夏合宿はぼくにとってすごく大変なので、とて

もきんちょうしてます。でも楽しくやりたいです。 

 

「５年生の目標」 

５年生 菅原 健人 

 ぼくは、夏合宿の前に出来るようになりたいことが、四つあります。 

一つ目は、「タックル」です。ぼくは、タックルは少しにがてなので、がんばりたいです。 

 二つ目は、「コンバージョンキック」です。キックは、だいぶ高く飛ぶようになって来たので、「しん」みた

いなキックができたらいいなと、思っています。 

三つ目は、「スピードとステップ」です。ステップは、だいぶ良くなりましたが、相手がタックルできないよ

うなステップにしたい事と、スピードはだいぶ早くなり良くなりました。 

四つ目は、「仲間とパスをし、トライにつなぐこと」です。パスが回るように、ミスなくできたらいいです。 

四つ目ができるように、皆とがんばっていきたいです。 

 

５年の目標 

５年生 中司 大也 

ぼくは、赤チームのキャプテンとして、チームをひっぱって県大会に向けてがんばっていきたい！！！ 

試合中、点をとられて、チームが落ちこんでも、声をかけてもり上げていきたい。そしてスタンドとしてラ

インをす早くつくるようにする。いつもの練習の紺チームとの試合も本当の試合だと思って気合いを入れ

てのぞみたい。 

夏合宿で、赤チームが今よりもっと１つにまとまった強いチームになるように、みんなでがんばっていき

たい。 

 

新学年の抱負 

５年生 寺田 大起 

ぼくが５年でがんばりたいことは、相手にぶつかってトライを決めることが好きなプレーなので、上達で

きるように、また確実にできるようにすることです。タックルももっと激しくできるようにしたいです。 

ぼくは、フォワードの３番なので最初のタックルと、守備と攻撃とどちらもがんばりたいです。４年ででき

なかったことを学んで、勝利につなげたいです。 

 

「次こそは、ぜったい田園に勝つぞ」 

５年生 西野 響太 

ぼくの勝ちたいチームは、田園です。 

なぜかと言うと、ずっと負けているからです。そのために、タックル練習やアタック練習をやりたいです。 

タックル練習でがんばることは、ななめタックルや追っかけタックルやアタックディフェンスです。 

アタック練習でがんばることは、ランパスやアタックディフェンスです。 

この練習をやって、田園に勝ちたいです。 

 

「５年生になって」 

５年生 野川 真  

5年生での僕の目標は、1対1で負けないことです。なぜなら、今年からウィングになり、1対1になる場

面が今まで以上に増えると思うからです。ウィングで抜かれると、そのままトライにつながってしまうので、

絶対負けない様にしたいです。 

夏合宿までに低くて速いタックルを身に付け、夏合宿にのぞみたいと思います。コーチの皆さん、今年

も宜しくお願いします。 

 

 



「フォローとタックル」 

５年生 萩原 睦 

ぼくの今年の目標は、タックルとフォローにいくことです。 

タックルはねらいをさだめて、パックをしっかりしたいです。そのためにはまずあたって、そのいっしゅん

にパックをしたいです。 

 フォローはセンターの大勇太についていくことです。そして、もしタックルされたら声を出して、パスをもら

いたいです。そしてトライしたいです。そのために大勇太に追いつくくらいの速さになりたいです。そのた

めにコノ字ダッシュでスピードなどをつけたいです。 

 そして、タックルとフォローをして味方にボールをつないで、勝ちたいです。 

 

「今年頑張りたいこと」 

５年生 濱田 透唯 

ぼくは、今年一番やりたかったポジションのスタンドにつくことになりました。スタンドの重要性は よくわ

かっていたつもりでしたが、練習が始まり毎週 コーチに 「ライン引け！ 遅い！指示をだせ」などと言わ

れて自分の悪いところが、わかってきました。柿色ジャージを着て戦う県大会にむけて合宿を乗り越らえ

て頑張っていきたいです。 

 

「これから頑張りたいこと」 

５年生 真山 巧也 

ぼくは、これからタックルの力を強くしたい。なぜならタックルの力が弱いから。力を強くして、試合で相

手にタックルして味方にボールをつなげたいからです。それがぼくの目標です。 

 

「今年の目標」 

5 年生 宮澤 朋輝 

 今年のラグビーの目標は体でパスをすることと声を出すことです。 

 そして県大会で優勝したいです。 

 

「５年生」 

５年生 横島 拓朗 

５年生になって、みんなが強くなってきて、楽しくなってきました。タックルで止められないときや怪我を

するときがあるけれど、楽しい練習がまた出てきたし、ちがう色のジャージを着れるようになりました。もっ

と努力して練習して強くなりたいです。 

「よろしくお願いします。」 

 

                       ５年生 安藤 慎吾 母 

二年八か月ぶりに、また麻生ラグビースクールでお世話になることができて、大変うれしく思います。コ

ーチの方々や仲間たち、保護者の皆様にも温かく迎えていただき、本当にありがとうございます。今後と

もよろしくお願いいたします。 

 福島で経験した地震は強烈な記憶になってしまったかもしれませんが、たくさんの良い思い出も、どうか

忘れないでいてほしいと思っています。いろいろなところへ遊びに行き、美しく豊かな自然を感じることが

できました。たくさんの友達にも恵まれました。外の空気を吸い、思い切り走り回れる幸せについて、考え

続けてほしいと思っています。 

 

５年生 井上 謙亮 父（井上正敏） 

自分で立てた目標を実現できるよう、がんばって練習をして欲しいと思います。その為には、技術だけ

ではなく、強い気持ちを持つことも重要だと考えております。くじけない心でチャレンジし、ナイスタックルで

仲間に良いボールを渡せる姿を楽しみにしています。 

最後になりましたが、コーチ、父母の皆様いつも有難うございます。本年度も宜しくお願い致します。 



「ラグビーを始めて」 

５年生 大竹 竜矢 母 優美 

 ラグビーを始めて、約２ヶ月がたちました。毎週グラウンドで、コーチやチームの仲間と楽しそうにラグビ

ーをしている息子の姿を見ると、スクールに入って本当によかったと思っています。 

 今年は何もかもが初体験の１年になります。夏合宿も、３泊４日、体力が続くのか、気持ちが落ちずにが

んばれるのか、少し不安なところもありますが、何事も経験が大事！！ 

 この１年で、心も体もたくましく成長してくれればと息子のがんばりに期待しています。 

 

「５年生で頑張ってほしい事」 

５年生 大坪 勇太 母 

わが子に関しては、今まで 5 年間頑張ってきた自分を信じて、この一年も完全燃焼で元気いっぱい頑張

ってほしいです。 

チームとしては、これまで同様、良い仲間、良いライバルとして、お互い切磋琢磨して、頑張ってほしい

です。わが子も含む全員が、もっと声を出して、自信をもってプレーして欲しいです。 

麻生ラグビースクールのサブリーダー学年である自覚をもって、みんなの見本になれるよう、成長して

くれる事を信じています！！ 

 

「母の目標」 

５年生 齋藤 裕太 母 

麻生ラグビースクールの皆様、いつもお世話になります。 

今年も１年間の目標を考える時期になりました。今まで、裕太のことを心配ばかりしていた私ですが、昨

年１年間、体調面でも精神面でも苦しんでいた裕太は、コーチの皆様、５年生の仲間、５年生のママたちに

見守られ、励ましていただき、少しだけ強く成長してくれました。 

まだまだこれからですが、私はじっくり裕太を見守り、応援していきたいと思います。 

この１年、どうぞよろしく御願いいたします。 

 

「５年生の母親として」 

５年生 佐藤 公亮 母 栄子 

コーチの皆様、子ども達を応援し見守って下さっているお母様達、いつもありがとうございます！今まで

原稿の依頼があっても、自分の子どもの普段の生活を交えた成長を報告することしか出来ませんでした。

でも今年度、５年生になり母としてもお手伝いする事が多くなり、これまでよりグラウンドへ足を運ぶ事が

多くなりましたので、５年生のチームの事、戦っている様子など書いてみたいと思いました。が、やはりわ

かりません。 

グラウンドへ行ってもおしゃべりに花を咲かせ、私なりに楽しい時間を過ごしてしまっているから…。お

母様達との交流、これも１つの『仲間を大切にする気持ち』の表れ♪ということで！! 

でも同じように花を咲かせているお母様達から、公亮ががんばっている様子を教えて頂く事が多く、か

なり反省してます。 

次回の原稿依頼の時には、少し成長したいな…と思いました。 

親子共々よろしくお願いします m(__)m。 

 

５年生 萩原 睦 父 萩原 満 

仲間に勇気を与えるタックルを！ 

 

「抱負」 

５年生 濱田 透唯の母 

ついに柿色ジャージを渡され九人制になり身が引き締まる思いです。 

昨年の合宿ではチーム賞をもらい気持ちが盛り上がっていたところで骨折を経験してしまいました。今

年こそは、やりたかったスタンドにもなれたのでけがをしないように体力づくりをしながら精一杯ラグビー



を楽しんでほしいと思います！！私も合宿頑張ります！ 

 

「５年生の春」 

５年生 横島 拓朗 母 由紀 

3月11日に東日本大震災に見舞われ、それまでの生活や人生から気持ちもからだも大きく変化し、これ

からの数年ちょうど日本でワールドカップが開催される頃、どんな日本になっているのか、知りたいような、

知りたくないような・・。そんな多感な時期に、仲間とひとつのことに向かって汗をかいているこども達を、

私もできることで支援していきたいと思う日々です。 

 

 

 

4444 年生年生年生年生    

 

 

 

 

４年生になって 

４年チーフコーチ 曽我 浩 

 ４年生のみなさん、今年の目標は県大会優勝です。 

 ひとりひとりの目標は、タックルを低く、オーバーができるように、声を出すこと、パスをなぐことなど、あ

ると思います。 

３年生になったばかりの頃と比べて大きく成長したと思います。 

その成果は、麻溝公園の試合は、海老名に６－２で勝ち、田園Ｂに４－４で引き分けの結果で少しチーム

のかたちが見えてきました。 

特に、田園Ｂとの試合では、先行され、やっと２－２－で追いついたと思ったら続けて２本とられてしまいま

した。 

今までだったら、このまま負けてしまうような感じでしたが、がんばって２本取り返しましたね。 

齋藤がく、津国ひろたか、向野りょうや、森田けいいちろう、熊谷ゆう、齋藤ゆうと、小島りょう 

小野こうた、海老原とあ、丹野しょう(退校)、木下たすく(退校)、古田くう 



 何が変わったのかは、周りから見ている大人たちの評価ではなく、試合をしていた君たちが、一番わか

っていると思います。 

４年生がこれから大きく成長するためには、追いついたあと５本目を取りにいく強い気持ちを持ってほしい

と思います。 

夏合宿までに仲間も増えると思います。なれない仲間をフォローしあって、良い結果が出せるようがんば

りましょう。 

ご父兄のみなさま。いつも暖かく応援いただきありがとうございます。 

子供たちは日々成長をしていますので、可能な限りグランドに見に来てください。 

人数は１０人ですが、あと４人は増やして、子供たちだけで試合形式の練習を積ませたいと思っています

ので、引き続きご協力をお願いします。 

 

今年度の目標 

4 年サブチーフ 外岡 幸隆 

今年度の目標は、「しっかり戦うハート」を持つことです。このチームは、練習はとても上手です。 

コーチ相手のアタック・ディフェンスなどを見ていると、対外試合で簡単に負けてしまうのが不思議でなりま

せん。ひとりひとりが、自分の役目を「しっかり」認識して、場面・場面で「しっかり戦うハート」をもってプレ

イをし、その積み重ねが、トライを生み、相手の攻撃を止める・・・勝利につながる・・・そういったゲームを

目指したいです。 

試合中に、全員が声を出す（右についている！パス！出せ！まわせ！で～る・で～る・出たー！）。いい

プレイには、全員がナイス・プレイ！ナイス・タックル！。失敗したら。ゴメン・・・ドンマイ！次カンバレ！勝

って全員が喜び、負けて全員がくやしがり、相手チームにも、戦えて楽しかった、またやろうぜと言える・・・

そんなチームになれたたらいいと思います。 

まだ４年生ですので全員がチームプレイや戦い方を理解するのは難しいとは思いますが、麻生の子達の

「強み」は「理解力と実践力」と思っています。基本スキル・チームプレイはステップを踏んで教えていきま

すが、今年度は「ハート」です！ 

 

「今年の目標」 

４年 古田 空 

４年生の目標は、県大会でタックルを決めてゆう勝することです。そのためには夏合宿や日々の練習をし

っかりやりたいです。 

麻生の４年生は今年声を出すことを目標にがんばります。 

あと、ぼくは、ＳＯでいいんですか？ 

自分的にはＦＷがいいです。 

 

県大会、絶対優勝したいです 

4 年  齋藤裕人 

 去年の県大会では負けてしまったので、今年こそ絶対に優勝したいです。 

 相手ももう４年生なので前より強くなってなっていると思います。 

 麻生の４年生も負けないように強くなって、試合に勝ちたいです。 

 

今年の抱負 

4 年  熊谷 優 

・つないで、トライをとるためにランパスでは、ちゃんとボールをまわす 

・相手をたおすために、空からパスをもらう時、トップスピードでダッシュする 

・点を取られないために、低いタックルをする 

・相手ボールにしないために、ボールを落とさない 

・ボールをつなげるため、りょうやととわにパスをした後、フォローをする 

・そして、県大会は全勝する 



・佐藤コーチ、またコーラください 

 

４年生でがんばること 

４年生   向野椋耶 

ぼくは、３年生の時、タックルしてたおすことができなかったので、４年生ではタックルにはいって相手をた

おすことを目ひょうにしたいです。 

そうすれば、相手は前に進むことができずマイボールになるかくりつも高くなるからです。 

 

今年のもくひょう 

４年 小野 航大 

チームとして、こうげきが止められても、止められても、次の仲間にボールをつなげられるチームにしてい

きたい。 

そのために自分が、まず声を出し走り続けたい。試合では点を取られても、あきらめず、あせらず、せめ

続けたい。 

 

今年の目標 

4 年 小島 稜 

ぼくは４年生になって目ひょうをたてました。 

しんけんに練習をしようと思います。 

なぜかと言うと、3 年の時はあまり集中していなかったので、 

試合に少ししか出られなかったからです。 

たくさん試合にでて、オーバーやタックルをたくさんして、 

みんなに注目される選手になりたいと思います。 

 

４年生になって 

4 年 森田恵一朗 

 ４年生になってまずがんばりたいのは、ぼくはフォワードなのでオーバーをがんばりたいです。フォワー

ドになった始めのころは、あまりオーバーができませんでした。でも、やっていくうちにたくさんオーバーが

できるようになってきました。でも、おしもどされてしまうときがあるので、もっと強くオーバーができるよう

になりたいです。 

2 つ目は、タックルです。ぼくは、高いタックルをしてしまうことがあります。なので低いのがたくさんできる

ようになりたいです。あと、ぼくのタックルは、たまあに足をすりぬけてしまうことがあるので、パックをもっ

と強くやりたいです。また、まっていてぬかれてしまうときがあるのでぬかれないようにしたいです。 

3つ目は、400メートルのタイムです。これは3年生の目ひょうにもしました。でも、できませんでした。なの

で 4 年生は、もう一度チャレンジして、ぜったいに記録を出したいです。もっとじきゅう力を高め、ラグビー

のときそのじきゅう力をはっきしたいです。目ひょうタイムは、1 分10 秒だいです。ちなみにぼくのさいこう

記録は 1 分22 秒です。 

 

「今年の目標」 

4 年生  津国 大喬 

「今年の目標は、ディフェンスの時にタックルを低く入って、バックスにボールを回 

す事ができるようにしたいです。 

アタックの時に味方がつかまったら、オーバーをして二次攻げきが出来るようにした 

いです。 

キックオフでアタックの時は、キッカーがボールをけったら全力で走る事を心がけた 

いです。 

ディフェンスの時にボールが来たら、「マイボール！」と大きな声出しながら取り、 

てきが来る前にパスを出すことを気をつけます。 



相手にすきがあれば、トライを取りたいです。」 

 

今年の目標 

     齊藤 岳 

今年の目標はタックルを試合でたくさん決めることです。 

相手を倒せるような低く強いタックルができるように練習をがんばりたいです。 

 

「４年生の目標」 

古田 容子（４年 古田 空の母） 

私がラグビーで一番見たいシーンは、トライをとった後、皆が、かけよりお互いをたたえ合う所です。すご

いトライを取るより、その輪の中で、笑顔でトライをとった子の背中をポンポンたたいている所をたくさん見

たいと思っています。 

今年の４年生も、そのような場面をたくさん見ることができたらいいなあと楽しみにしています。 

コーチの皆様、今年も引き続き愛情一杯の御指導（時には厳しく！）をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

がんばれ麻生４年生！ 

4 年  齋藤裕人の母 

 麻生ラグビースクールの皆様、いつもお世話になります。 

 裕人がラグビーを始めて４年目となりました。 

 昨年は始めての県大会を経験。負けたときに悔し涙を流した裕人…。その後の試合でも悔し涙を流すこ

と度々…。涙を流したあとはケロッとしていましたが、でも着実に力をつけてきているように感じています。

裕人の「やる気スイッチ」もここぞ！と言う時にＯＮするようになってきているようです。 

まだまだこれからの裕人ですが、私は安心して見守れるようになりました。 

 今年の県大会、優勝することを信じています！ 

 がんばれ麻生４年生！がんばれ裕人！ 

 

４年 小野 航大 母 小野 桂子 

今年、１月に新キャプテンを任されてから、練習に行くのも嫌で、ラグビーもきらいになり、どうしてよいも

のかと悩んでいましたが、仲間やコーチの皆様に助けられ、どうにか４年生を迎えることが出来ました。こ

のラガーメンの原稿を書く時には、自分はキャプテンとしてどうしたらよいのかと考えていました。 

ゆっくりですが、少しづつ成長していく姿を見る事が出来てうれしく思っています。４年生のチームメイトは、

いつも仲間の事を考えることが出来るすばらしい子供たちです。今後の成長を楽しみに見守っていきたい

と思っています。 

コーチの皆様、どうぞよろしくお願いします。 

 

４年生の目標 

森田康恵（森田恵一朗の母） 

３年生の冬。「練習ではできているんだけどなぁ。どうして試合で負けてしまうのかコーチは不思議に思い

ます。」と外岡コーチ。私は「そんなものかしら？」と思っていました。ところが４年生になって初のミニ交流

大会（５月８日開催、於：麻溝公園競技場）ではいままでと違いました。結果は 1 勝1 引分。 

考えてみたら、なかなかメンバー全員が揃わなかった 3 年生の練習。練習でフォーメーションを覚えても、

実際に試合で生かすことができなかったのかもしれません。そうとなれば、4 年生の目標は「恵一朗がで

きる限り練習を休まないようにしてあげること」。それが親にできる最大のことかもしれません。 

試合に勝ちたいという気持ちは強くなってきていると思います。信頼できる仲間やコーチもいます。あとは、

“素早い行動”と“挨拶”を忘れないこと。 

がんばれ、４年生！ 県大会優勝を自分達でつかみ取れ！！ 

 

 



「4 年生になって」 

4 年生 津国 大喬 父 秀一 

「早いもので、麻生ラグビースクールに入校して 1 年がすぎました。 

1 年前はラグビーについて何も分からず子供なりに手探り状態の中で、毎週の練習と試合が行われてい

きました。 

それでも、ラグビーの試合をやったり、見たりしているうちに「ラグビー楽しい。」というようになってきまし

た。 

今では毎週のラグビーは楽しみになっているようです。 

まだまだ線が細い選手ですが、勇気をもってタックルは低く入れるようになって欲しいと思います。 

また、できることならトライを取って欲しいな～と切に願います。」 
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（後ろ） 山本コーチ 古田コーチ 川原コーチ 矢野コーチ 佐藤ゆうきくん（幼稚園）のお父さん  

                        清水コーチ 矢部コーチ 山藤コーチ 亀田コーチ 猪腰さん（OB） 

（２列目） 宮坂瑛人 児玉将梧 冨田心平 太田佳吾 野田怜佑 原田健匠 津国千智 角田翔 横尾瑛 日

笠壮太 熊谷祥 

（１列目） 野村雄亮 本田昴大 阿部凌大 上田武蔵 萬場康生 千秋武尊 米元悠翔 山内太朗 清水

翔太コーチ 

 

３年チーフコーチ 山本 慎一 

今年からチーフコーチを務めさせていただくことになりました山本と申します。 

今年の３年生には、基本プレーの習得をテーマに練習をしております。基本プレーとは、パス、タックル、

あたりであり、この３つを全員ができるようになることが目標です。時間がかかっても構いません。全員が

出来ることが大事であり、みんなの力を合わせれば、難しいことではないと思っております。又、ラグビー



以外にも生活をする上での基本（あいさつ、返事、人の話を聞く）を厳しく指導していくつもりです。君達は

もう中学年です。下にはたくさんの後輩達が見ています。ラグビーのプレーでも生活面でも模範となるよう、

がんばっていきましょう！ 

どうぞみなさま１年間よろしくお願いします。 

 

久しぶりの 3 年生担当 

                           ３年コーチ 田口 幸吉 

3 年生担当は 10 年ぶり位になるかと思います。今の子供達と一緒に練習をしていて、時々10 年前の 3 年

生を思い浮かべて比べている時があります。こんなにラグビーを知っていたかな。スクリューパスしてた

かな。練習こんなにやっていたかな・・などと記憶を巡らせています。事実 10 年前はある子はバッタを追

いかけていたし、ある子は砂場で一人遊んでいたと記憶しています。もちろんスクリューパスは教えてい

ないし遊びの延長がラグビーの練習だったと思います。今の子供達はお兄ちゃんがいたりラグビー経験

者のお父さんが増えていたりしてラグビーが案外身近にあったりしているのかと思います。そのせいか練

習の理解度が高い子が多い様に感じ大いに期待しています・・が試合になるとタックル行かずに独走トラ

イの連発だったり、目の前のボールをじっと見ていて拾わないで相手に持っていかれることも多くその辺

は 10 年前と変わっていないのかな。ただこの大所帯の３年生は子供らしくうるさいですが何か私をわくわ

くさせるものを持っています。中々名前は覚えられそうにありませんが県大会優勝を目指して一緒に頑張

っていきます。 

 

今年度コーチとして 

                               ３年コーチ 川原 篤 

『ある人に魚を一匹与えれば、その人は一食を得る。魚の捕り方を教えれば、その人は生涯食える。』こ

れは管仲（春秋時代の政治家）の言葉です。30 年余りのスポーツ指導などでわたしの指針になっている

金言の一つです。生涯スポーツに親しんでもらえるようこの一年、子ども達と関わっていきたいと思います。

よろしくお願い致します。 

 

今年の抱負 

３年コーチ 亀田 直幹 

今シーズンはいよいよ夏合宿、そして県大会です！練習はどんどん専門的になり、体力的にも厳しくなる

かもしれませんが、小さなプレーでもいいので、出来なかったことが出来るようになる楽しさを実感して欲

しいと思っています。試合の結果も大切ですが、この１年で３年生全員がラグビーを今よりもっと好きにな

っていることを目標に子供達を応援していきたいと思います。 

 

キャプテンになって 

３年生 宮坂 瑛人 

僕は今回キャプテンになりました。僕は山本コーチの期待にちょっとしかこたえられませんでした。 

でも、キャプテンになって声が出るようになりました。キャプテンになれてすごくよかったです。４年生にな

ってもキャプテンになりたいです！ 

 

今年の目ひょう 

３年生 阿部 凌大 

今年のラグビーフェスティバルでタックルやトライができなかったので、これからのしあいやれんしゅうじ

あいではタックルやトライが出来ればいいなと思います。 

 

今年がんばること 

３年生 野田 怜佑 

タックルをいっぱいして、なかまにボールをまわしたいです。県大会でゆうしょうできるように、れんしゅう

をがんばります。 



今年のもくひょう 

３年生 太田 佳吾 

ぼくの今年のもくひょうは、タックルです。理由は、秋の県大会で自分のトイメンをたおしたいからです。 

 

パス・パス・パス！ 

３年生 千秋 武尊 

今年の目標は、スタンドオフのプレイを覚えることです。パスが下手なので練習して上手くなります。パス

をつないだトライを取りたいな。 

  

がんばるぞ！ラグビー！ 

３年生 冨田 心平 

ラグビーでオーバーやトライをいっぱいれん習やとっくんをして、がんばりたいです。もちろん、400 メート

ル走も今は 2 位や 3 位だから 1 位を目ざしたいです。 

 

今年の目標 

３年生 原田 開 

ラグビーを始めて２ヶ月たった。ルールもなんとなくわかってきて、楽しくなってきた。特に試合はおもいっ

きり走れるから気持ちよくて好きだ。今年の目標は、走るスピードをもっとあげること。そして、タックルする

ときにかわされないように頑張りたい。 

 

今年のほうふ 

        ３年生 津国 千智 

「今年のもくひょうはタックルのスピードをつけて、低く当たることができるようにする。そしてトライを１しあ

いに 3 本とりたい！」 

 

今年やりたい事 

３年生 本田 昂大 

去年はステップしてトライできた。今年はもっといろいろガンバリたいです。 

声だすぞ！フォローするぞ！パスするぞ！タックするぞ！オーバーするぞ！ 

 

今年の目標 

３年生 よねもと はると 

タックルとジャッカルをいっぱいして相手にトライを取らせない。自分でもトライを取ったり、味方にパスを

つないで点を取れるようになりたい。持久走をがんばってスタミナをつけたい。 

 

今年の目標 

３年生 野村 雄亮 

ぼくの今年の目ひょうは、400ｍ走を８０秒台で走ることと、県大会全勝です。県大会では色んなところと戦

いたいです。 

 

目標 

３年生 安藤 雄也 

今年はタックルをがんばりたいです。ボールをもったままガンガンぶつかって相手をたおしたい。 

 

今年の目標 

３年生 日笠壮太 

声をしっかり出して、ボールをもらうようがんばります。 

 



今年の目標 

３年生 つのだ しょう 

県大会で優勝するために、 

１．ボールを持ったら「前へ！」「前へ！」「前へ！」「前へ！」走る。 

２．タックルをする。 

３．清水コーチに負けないくらいの大きな声でチームを盛り上げる。 

 

今年の目標 

３年生 吉田隼輔 

 ぼくは、ラグビーを始めたばかりです。さいしょはきんちょうしたけど、今はすごく楽しいです。れんしゅう

をいっしょうけんめいがんばって、しあいでタックル・トライを決めて、しあいにかちたいと思います。 

 

今年の目標 

３年生 上田 武蔵 

タックルをビシビシきめてあいてに一点もとらせない。トライをなんぼんもきめて勝つ。ミスをしないであい

てにボールをとらせない。 

 

今年の目標 

３年生 萬場 康生 

ぼくは、オーバーをがんばります。オーバーをがんばるために、いっぱい前にでます。 

 

今年の抱負 

３年生 熊谷 祥 

ラグビーの練習で一番すきなのは、練習試合です。練習試合は、おもしろいからすきです。だからたくさん

出たいです。トライがとれると楽しいです。今年はボールを持ったらトライをしたいです。きらいなのは、ラ

ンパスです。走りながら、声を出してパスをするのがつらいです。あと、ぼくは、バックスなのでタックルを

がんばりたいです。タックルで相手を止めたら、点を取られないからです。 

 

今年の目標 

３年生 横尾 瑛 

 今年から県大会があります。全勝優勝したいので夏合宿ではきびしい練習についていけるように体をき

たえてがんばりたいと思います。 

 

今年の目ひょう 

３年生  斎川 夏央  

去年はトライできなかったから、今年はぜったいする。県大会で勝つためにタックルもきめる。だかられん

しゅうを一生けんめいする。夏合しゅくは楽しみ。 

 

今年の目標 

３年生 原田 健匠 

ぼくは今年４００メートルで１分４５秒を切るのを目標にがんばります。そのためには、スタートから飛ばし

ます。それと、試合では、できるだけ多くトライを取りたいです。だから試合ではできるだけ多くボールを取

ります。あと、苦手なタックルもできるようになりたいです。 

 

基本の徹底 

 

 

 



これからが本番！？ 

３年生 野村 雄亮 母 

息子達は３年生としての練習が始まって５ヶ月が経とうとしています。今年は目の前に並ぶコーチの中に

自分の父親もいなくなり、さぞかし緊張して練習に挑むのかと思いきや、親の目が離れてホッとしたのか

（？）なんだか皆だらけた様子。傍で見ていてヤキモキさせられていました。その後も震災の影響などもあ

り練習もあまりできずに、だらけた雰囲気も変わらず。「どうなることか？」と思っていましたが、今月辺り

から様子が変わってきました。今までなかったパス回しやポジションの役割、そして何より広いコート・・・

覚えることもやる事もたくさん！それに気づいたのでしょうか？みんなの目が少しづつ変わり、返事も大き

な声が出るようになって来ました。もしかしたら先月末の交流戦で惨敗した事も彼らの目を覚ますきっか

けになったのかもしれません。みんな、これからも負けながら、学びながら強くなっていってね！ 

コーチの皆様、３年生は大所帯で手のかかることと思いますが、ビシビシと鍛えてやってください。よろしく

お願いいたします。 

 

3 年生になって 

３年生 日笠壮太の母 

入校以来、なかなか練習に参加せず皆さまに大変ご迷惑をおかけいたしましたが、３年生になってからよ

うやくみんなと一緒に練習できるようになりました。この場をお借りして、謝罪とお礼申し上げます。 

ようやく「みんなと一緒に練習に参加する」という第一目標を達成できたので、これからはその長身を活か

して、恐れずに向かっていき、タックルを積極的にできる勇気をつけていってもらいたいです。 

今後の更なる成長を楽しみにしています。 

 

３年生になって 

３年生 野田 怜佑 母・朋見 

まあまだ恵まれた体格をいかしきれない怜佑。今年はタックルで相手をたおして、たおして・・・ 

努力あるのみです。がんばれ！！ 

 

あるのか！？ ラグビースイッチ 

３年生 せんしゅう たけるの父 

新年１月から７人制の練習を開始して、もう５月になってしまいました。途中、震災の影響もありましたが、

あっという間に時間は過ぎてしまいますね…。初めての夏合宿（楽しみ！）を終えると、もう県大会です。

目先の勝利に一喜一憂は未だ早い年代ですが、それでも勝利の為に最善の準備をする・考え抜くという

事は、ラグビーに限らず大事な事です。「なんとなく」試合をして終わってしまった、という事では何も残りま

せん。息子の「ラグビースイッチ」がいつ入るのか、きっとある筈のボタンを探すのが今年の抱負です（笑） 

 

3 年生になって 

        ３年生 津国 千智の父 

昨年麻生RSに入校し、1年が経ちました。当初は皆についていけるのかが心配でした。最近は結構楽しく

ラグビーに取り組んでいるのを見ると入校してよかったなと思います。家でもラグビーボールを兄と手に

する機会も増え、どんどんのめり込んでいるようです。今年は個人プレーだけでは勝てなくなってくるので、

全員でボールをつなぐプレーができるといいなと思います。気は優しくて力持ちだけでなく、ガッツを全面

に出していける選手に育って欲しいなと希望しています。 

 

3 年生になって 

３年生 よねもと はるとの父 

これまでと変わらずまずはラグビーを楽しんでほしい。また自分の活躍よりもチームで戦う・チームで勝つ

という事を考えてくれればと思う。「仲間のために！」と思ってプレーできる選手になってほしい。 
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（4 列目左から）： 中祖（父）＆ひなたちゃん・野田コーチ・宮澤コーチ・濱田（和）コーチ 

            原田コーチ＆愛佳ちゃん・濱田（正）コーチ・神下コーチ・小高（父）・井上コーチ 

（3 列目左から）： 濱田悠嘉ちゃん・中祖（母）・都留（母）・濱田（母）・竹川（母）・齋藤（母）・中島（母）・ 

            原田（母）・京屋（母）・無田（母）・小高（母）・神下（母）・久田（母） 

（2 列目左から）： 無田快・宮澤樹・久田虎汰・中島知己・都留光平・萩原起・中祖勇輝・濱田昂輝 

            河瀬（母）・萩原（母） 

（1 列目左から）： 小高佑・齋藤裕気・神下弘太朗・竹川正剛・原田太陽・河瀬孔太郎・都留茉奈実 

            海老原銀次・京屋光琉 

（欠席）       ： 村松 京弥 

 

『今年の抱負』 

２年チーフコーチ 濱田 正行 

 今年から 2 年生のチーフコーチをさせて頂くことになりました濱田です。子供達とは去年から一緒に練習

しています。 

子供達は1年生になった当初は11名でしたが今年4月時点で16名となっており、新春号が発行される頃

にはさらに数名増える予定です。 

 

今年、2 年生にとって非常に重要な時期と考えています。 

来年からは公式戦を踏まえ、戦術も含めた練習が多くなります。キックもあります。 

その為、今年は 2 年生の間にタックルの姿勢、パス等の基本練習を徹底します。 

 

2 年生の練習方針 

１、ラグビーを好きになってもらう！仲間を大切にする！ 

２、基本スキルの反復を行う！タックル・パス・ラン 

３、声だし！ パス・出せ・戻れ等、練習時に必要な声を出せるように心掛ける 

ディフェンスでは 5 人揃って前に出る事により、チームで止める姿勢を覚えます。 



オフェンスではポジションを決めてセンタークラッシュから 2 次攻撃までの形を覚えてもらいます。 

 

上級生になるにつれて一発で抜けてトライ出来る事は少なくなります。 

一人目が強く当たり、仲間に繋ぐ事で 2 次攻撃からトライを取る形を目指します。 

 

コーチをさせて頂いて 5 年ほど経ちますが子供達との付き合いは日々勉強です。 

大変な事も多いですが毎週会う子供達に元気をもらっている事は確かです。 

可能であれば 6 年生まで彼らと共に練習し、感動を味わいたいと願っています。 

 

最近の試合では負けが続いていますが大丈夫です！ 

みんなで力を合わして頑張ろう！！ 

 

『ギャップを埋めろ』 

２年サブコーチ 斎川 宏  

1月から2年生のコーチになりました。この学年の子供たちは年長の時に一緒に練習しましたので、1年ぶ

りに見るとみんなあらゆる面で成長していました。身体、言動、プレイ等子供の成長は驚くばかりです。そ

れに比べて俺は。若さが羨ましい。2年前にコーチにとしてお世話になり始めた時に心掛けた｢子供たちか

らリスペクトされる｣も疑問符だらけです。 

さて、今年一年。ここ数試合残念な結果となっています。これは、個々は絶対的には成長しているにも関

わらず、相対的な強さを発揮することができなかった事に因ると思っています。一つ一つのプレイをチー

ムとして習得していくことで間違いなく相対的にも強くなります。勝敗は二の次と言いつつ、勝って喜ぶ子

供の顔は毎回見たいし、コーチとしても勝たせて上げたい。それより何よりも、敗戦が続くことによる子供

のモチベーションの低下が心配です。ラグビーを楽しむという理想と勝敗という現実のギャップを極力埋

めつつ、来年からの県大会に向けたステップアップの学年としてサポートできるよう頑張ります。 

 

『今年の抱負』 

２年サブチーフ 野田 卓人 

 こどもたちは交流戦や練習でトライをする度に、「ラグビーって楽しい」と思っているはず。でもそれはサ

ッカーでゴールを決めたり、野球でヒットを打ったりするのと同じ。ラグビーにはさらに「タックルを決める」

という、「やったぜ！」と思える瞬間があるのです。タックルがうまくなるには技術よりも、メンタル面が重要

です。相手に飛び込む勇気、痛くても何度も試す強い気持ち、相手を思いやる優しい心。２年生のみんな

がタックルに自信があるラガーマン、ラガーウーマンになってもらえるよう、練習に取組みたいと思いま

す。 

 

『今年の抱負』 

    ２年 濱田 昂輝（父）兼２年コーチ 和弘 

早いもので昂輝と私が麻生ラグビースクールにお世話になり始めて半年以上が経ちました。 

1 年生の時は初心者だったこと、またコーチやチームメートに温かく接してもらった事もあり、伸び伸びとプ

レーし楽しく活動させていただくことが出来ました。 

二年生になり、求められるプレーの種類や質も個人プレーからチームプレーに、また基礎的な技術の積

み重ねを中心として、ルールの理解や応用といったものに変わってきており、子どもとともに考え対応して

いこうと思います。 

また、やはりなんといっても日頃の努力、頑張りの成果を試す試合においては、子どもの勝ちたい、という

気持ちを大切にサポートしてあげたいと思います。また、毎週の練習を通じて、ラグビーの楽しさ、チーム

ワークの大切さを伝えていけるように努力したい、と考えております。 

 

 

 



『目標』 

２年 海老原 銀次 

二年生になって頑張りたいこと  タックルをしたい。足がはやくなりたい。 

 

『目標』 

２年 神下 弘太朗 

すばやく判断してプレーする。 

 

『2011 ねん・もくひょう』 

２年 かわせ こうたろう 

きもちでまけないようにする。 

大きなこえをだす。（かけごえ、あいさつ） 

ボールをよくみる。 

『目標』 

２年 京屋 光琉 

ぼくはタックルとステップをがんばって練習して、強いチームになって試合もいっぱい勝ちたいです。 

 

『抱負』 

２年 小高 佑 

トライを取りたい。 

 

『ことしはがんばるぞ～！』 

２年 さいとう ゆうき 

ぜったいかつぞ～！ぜったいまけないぞ～！あさおはむてきだ～！ 

タックルがんばるぞ～！ 

 

『目標』 

２年 竹川 正剛 

ラダーを頑張って速く走れるようになりたい。 

 

『抱負』 

２年 都留 光平 

タックルをたくさんしたいです。 

 

『抱負』 

２年 都留 茉奈実 

トライをいっぱい決めて、タックルをたくさんして、試合に勝ちたいです。 

 

『今年の抱負』 

２年 中島 知己 

・ケガをしないようにして、１年間休まないように頑張る！ 

・パスを速く、上手にまわせるようになりたい。 

・タックルが上手くなりたい。 

 

『今年の抱負』 

２年 なかそ ゆうき 

「タックルをこわがらずできるようになりたい」 

「しあいでトライしたい」 



『しあいにかちたい』 

２年 萩原 起 

二年生になってから、しあいにそんなかっていないから、かちたいです。 

だからぼくは、ステップやタックルをうまくなりたいです。 

 

『目標』 

２年 濱田 昂輝 

今年の目ひょうはタックルです。 一年生の時はあまりできなかったので、がんばりたいと思います。 

 

『今年度の抱負』 

２年 原田 太陽 

タックルがもうちょっとできるようになりたい。 

 

『今年のもくひょう』 

２年 宮澤 樹 

今年のもくひょうは、トライをいっぱいとりたいです。 

こえを出すことです。 

どんなあいてでもかてるつよい人になりたいです。 

 

『目標』 

２年 無田 快 

がんばってれんしゅうをして、いつかうまくなりたいです。 

 

『目標』 

２年 村松 京弥 

得意なプレーは？ “タックル” 

好きなポジションは？ “５番” 

みんなに一言 “みんな一緒に頑張ろう！” 

 

『抱負』 

２年 神下 弘太朗 （父・母） 

いいチームを作ってください。 

 

『2011 年・目標』 

２年 河瀬孔太郎 （母） 端子 

「2 年生になった子供達だから、そろそろ仲間達と声を掛け合いながら練習に励んでいけるのでは…」と楽

しみにしている私。 

同時に、「人数が増えてきているので、コーチ陣や他のお母様方ともっとコミュニケーションを取らなくては

…」とも感じています。 

目指せ、団結力No１の学年！！ 

本年度もよろしくお願いいたします。 

 

『抱負』 

２年 京屋 光琉 （母） 

少しずつ、光琉らしさがでる動きができるようになってきたように思います。 

これからもチームの一員として、さらに成長してくれることを期待して、見守っていきたいと思います。 

 

 



『入校にあたって』 

２年 小高 佑 （父） 聡 

タスクには、皆でボールを奪う激しさや、つなぐ楽しさを体当たりで感じてほしいと思います。 

コーチの皆様、チームメイトのみなさん、父母の方々、どうぞ、よろしく願いします。 

 

『裕気の抱負と母の抱負について』 

２年 齋藤 裕気 （母） 

 麻生ラグビースクールの皆様お世話になります。 

 裕気の今年の抱負ですが、決してふざけている訳ではなく、彼の言葉をそのまま書かせていただきまし

た。 

 そして母の抱負は、裕気を「見守る」と「ほめる」です。以前、裕気は練習に参加できずにいた時期があり

ました。そんな時期があったことを忘れて、最近の私はついつい厳しい言葉を投げかけてしまっていまし

た。反省です…。 

 今はラグビーを楽しんでくれることが一番！そして少しずつ強くなってくれたらと思っています。今年は

「見守る」「ほめる」に私は徹したいと思います。 

コーチの皆様、１年間どうぞよろしく御願いいたします。 

 

『抱負』 

２年 竹川 正剛 （父母） 

相手がどんなに強くて大きい子でも気持ちの入ったタックルが出来るような精神力を身につけてほしい。 

 

『抱負』 

２年 都留 （母） 純子 

昨年秋からラグビーをスタートし、半年以上たちました。 

ちゃんと続けていけるか不安でしたが、毎回楽しく練習しています。 

コーチをはじめチームメイト、保護者の方々との良い出会いに感謝しています。 

子供たちには、ラグビーを通じ努力して何かができるようになる喜びを感じてもらいたいと思っています。 

これから暑い季節ですが、親子ともども元気に参加したいです。 

 

『今年の抱負』 

２年 中島 知己 （父母） 

・体力をつける。 

・コンタクト方法を覚えてほしいです。 

・チームワークを身につけ、声を掛け合う事が出来るようになってほしいです。 

 

『抱負・希望』 

２年 中祖 勇輝 （父母） 

チームとして勝つ喜び負ける悔しさを分かち合ってほしいです。 

紅白戦でも勝ち負けにこだわってみてはと思います。 

 

『抱負』 

２年 萩原 起 （母） 信子 

仲間のよいところを認めて、自分のよいところに自信をもって、楽しくラグビーができるように応援していき

たいと思います。 

 

『母より』 

２年 原田 太陽 （母） 和佳子 

 年中よりラグビーを始めて四年目・・・ 



 試合中にでんぐり返しをしていた息子が、トライやタックルを決めたいと積極的に考えるようになり成長

を感じています。 

 今年は一人一人の持ち味を活かしながら、仲間と一緒に協力してプレーする姿が見られることを期待し

ています。 

 

『抱負』 

２年 無田 快 （母） 佐恵 

ラグビーを通して自分に自信の持てる子に育って欲しいです。とりあえず今年は体当たり出来る子に！ 

 

1111 年生年生年生年生    

 
1 列目（左から）：高橋遼成くん・夘月快杜くん・原田康誠くん・土方将嗣くん・菅田光真くん・ 

乙地優二郎くん・芝田好輝くん・楠元 隼くん・佐藤仁紀くん・（右上）斎川春朗くん 

2 列目（左から）伊藤チーフコーチ・原田コーチ・野村サブチーフコーチ・金コーチ・津国コーチ・菅田コーチ 

 

「新年度抱負」 

1 年 チーフコーチ 伊藤 信一 

一年生の皆さん、ご父兄の皆さんあらためまして小学校入学おめでとう御座います。 

自分自身驚きの人事でしたが、今年度よりチーフコーチを担当させていただくことになりました。皆さん

どうぞ宜しくお願いいたします。 

子供達とはラグビーというスポーツを通じて多くの感動を共有していきたいと思います。またスクールの

テーマでもあります「次代を背負う若者づくり」 のお手伝いが出来ればと存じます。 

一年生のみんな！ 何より元気に！ そして立派なミニラガーマンとして思いっきりラグビーを楽しみま

しょう！ 

 

「新年度抱負」 

1年 サブチーフコーチ 野村 文雄 

今年度、一年生サブチーフコーチを拝命賜りました。 



一年間よろしくお願い申し上げます。 

 

ラグビーに限らず、私は、団体で行う球技が大好きです。 

勝った負けたの嬉しさ口惜しさは勿論のこと、いいプレイが出たときや皆で盛り上がれること、仲間が苦し

む時に助け合うからです。 

毎週日曜の練習は、自身の成長のためもありますが、仲間と共に戦うための練習であり、仲間の役に立

つための練習であることを、教えたいと思っております。 

決して目先の勝ち負けだけではありませんが、皆で戦って勝った喜びを仲間と共に味わう素晴らしさは、

何度でも体験して欲しいと思います。 

子供達に負けずに大きな声で、楽しく元気に皆さんとラグビーに取り組みたいと考えております。 

少しでもお役に立てれば幸甚です。 

 

一年生保護者の皆様、日頃からスクール運営に対するご理解とご協力を頂き深謝申し上げます。 

仲間と共に切磋琢磨し、成果を皆で喜び分かち合う楽しさを、大切なお子様達に訴え続けようと思ってい

ます。 

ラグビーを通じ仲間達との友情を育むことと併せ、お子様達の身体と精神の成長を期待していて下さい。 

 

「今年のもくひょう」 

1 年 楠元 隼 

まいしゅう、にちようび、1しあいにタックルを3回やる。                               

400メートルそうを、2ばんか、3ばんか、1ばんになる。 

できたら、トライも2かい、きめる。 

 

「今年のもくひょう」 

1年 乙地 優二郎 

「練習でやったプレーを活かしてトライやタックルを沢山きめたい。パスをうまくつなげられるよう頑張りた

い。」 

 

「今年のもくひょう」 

1年 菅田 光真 

４００ｍ走で２分をきりたいです！トライを１００回したいです！タックルを１００回したいです！ 

キャプテンをやりたいです！ 

 

        「今年のもくひょう」 

1 年 佐藤 仁紀 

しあいはむずかしいけど、れんしゅうはたのしい！がんばります！ 

 

「今年のもくひょう」 

1年 土方 将嗣 

「トライ頑張るぞ！」 

 

「今年のもくひょう」 

1 年 高橋 遼成 

・タックルをたくさん出来るようになりたい 

・速く走れるようになりたい 

 

 

 



「今年のもくひょう」 

1 年 夘月 快杜 

「たっくるがじょうずになりたい。400めーとるそうで、１ぷん40びょうになりたい。」 

 

「ことしのもくひょう」 

1 年  斎川 春朗 

タックルをいっぱいする。トライもする。 

しあいはぜんぶかつ。 

 

「今年のもくひょう」 

1 年 芝田 好輝 

・タックル、トライをたくさん決められるように頑張る。 

・400ｍ走のタイムを縮められるように頑張って走る。 

 

「ことしのほうふ」 

 １年 原田 康誠 

ぼくはことし４００メートルで１ぷん４０びょうだいをだしたいです。 

それから、しあいのかずだけトライをとりたいです。そして、あいてをたおすたっくるができるようになりた

いです。 

だからぜんりょくではしります。 

 

「1 年生になって」 

1 年 楠元 隼 父 剛 

昨年、同じ保育園に通っている「快杜」が入校しました。 

快杜とは、4年間、一緒に過ごした一番の仲良し。練習が、少し、楽しみになった様子でした。 

しかし、4月からは、別々の小学校に通うことになってしまいました。 

でも、日曜日にグラウンドへ行けば、快杜に会える！練習が、とても、楽しみになったようです。 

ラグビーを通じて、いつまでも友だちでいることができたら、素敵なことだなと思います。 

 

「1年生になって」 

1年 乙地 優二郎 母 由美子 

1年生になったので、個人だけではなくチームメイトとの信頼関係を築き、みんなの想いで、ボールをトライ

へ繋げていけるようなプレーが出来るようになったら素敵だなと思います。  

最近は好きな事を聞かれたら「ラグビー」と答える姿が見られるようになりました。  

チームメイトとコーチの皆様のお陰だと感謝しています。 

 

「ラグビー選手になりたいです！」 

1 年 菅田 光真 父 光平 

３月保育園の卒園式。「大きくなったら何になりたい？」そんな先生の問いかけに大きい声で、「ラグビー

選手になりたいです！」 

あ～そうなんだ。てゆーかもう選手っていえば選手じゃね？という疑問も少し頭をよぎりましたが、力強く

宣言してくれたことがとても嬉しかったです。 

そんな光真の今年の目標はタックルにきた相手をジャンプでかわしてトライすること。小学校の友達宅で

はまったゲーム「スト２」の影響です。相手の突進をひらりとジャンプでかわす・・・イメージトレーニングで

は成功しているようですが、まず目の前の相手に真正面からぶつかることができるようになればと思いま

す。 

ラグビーを通じてチームプレーを学び、ガンガンぶつかって強くなってもらいたいと思います。この１年で

どれだけ成長するか、とても楽しみです。 



「大人になったらどこのチームでラグビーするの？」「え？ニュージーランド」・・・だそうです。 

 

「1 年生になって」 

1 年 佐藤 仁紀 母 栄子 

小学校１年生になったことを期に、麻生RSへ入校致しました。コーチの皆様には大変お世話になっており

ます。仁紀は甘えん坊で、まだまだスポーツに興味がもてず、コーチはじめお母様達にご迷惑をおかけす

ることが多く申し訳なく思っております。 

やはり同じような状態で入校し５年生になった長男は、この麻生RSで本当にたくさんの事を得たように思

えます。スポーツを楽しむこと、仲間を思いやる気持ち、挨拶の大切さ。そして私の望みであった基礎体

力の向上を見事に達成し、昨年は皆勤で学校に通うことが出来ました。 

仁紀も１日も早くスポーツを楽しみ、１年生チームの１人として多くの事を学んでほしいと思っています。 

親子共々よろしくお願いします！ 

 

「1 年生になって」 

1 年 土方 将嗣 ご父母 

「ラグビーという厳しいスポーツを通して、心も体もたくさん鍛えて、そこから色々な事を学んで下さい。」 

 

「1 年生になって」 

1 年 高橋 遼成 ご父母 

・楽しんで続けてほしい 

・子供が始めたのを機に少しずつルールなどを覚えて子供と一緒に楽しみたい 

 

「1 年生になって」 

1 年 夘月 快杜 父 

「はじめてスクールの見学をさせていただいてから、ちょうど1年になります。ラグビーを始めたばかりの頃

はみんなの輪に入っていけず、特に試合中は「ポツン」とひとり離れて立っている姿がありました。このご

ろは、なんとなくわかってきたようで少しずつ参加している感じになってきました。私たち親もラグビーにつ

いてはド素人なので、息子と一緒にルールを勉強し、楽しんで続けられるようにサポートできればいいな

と思っています。」 

 

「1 年生になって」 

1 年 芝田 好輝 母 みさ子 

・ラグビーのルールを早く覚えて、積極的なプレーをたくさんしていってほしいと思います。また、仲間のこ

とを考えて、広い視野を持って、最後まで諦めずに行動できるようになってほしいなと思います。 

 

今年の抱負 

１年 原田 康誠 父 泰治 

これまで、幼稚園、１年生と低学年のコーチを務めさせて頂き、今年で 5 年目となります。 

毎年思うのですが、子供達の進化・成長の早さ、すばらしさには驚くばかりです。低学年にとってラグビー

とは野球やサッカーと違い、家庭に経験者がいないと中々触れる事のない競技だと思います。その普段

接する機会の少ない競技に多少の興味をもち、練習を開始して１～２ヶ月もすればルールや動きを彼らな

りにマスターし、低学年と言えども立派な試合を展開できるのですから頼もしい限りです。 

また、入校当初は挨拶が苦手で泣いていた子、練習がきつくて泣いていた子、４００メートル走の途中で辛

くて泣き出す子等、色々な思いでグラウンドに来ていたと思いますが、１、2 ヶ月もすると元気に挨拶をし、

仲間と明るく挨拶を交わし、嫌いだったはずの練習 

メニューがいつしか自分の努力目標に変わり、試合でもその成果を十分に発揮してくれて 

います。 

低学年と言う意味では引き続きと言う事になりますが、まずは彼らが『体を動かす事が 



楽しい！』と思えるように、また、『日曜日になると日大稲城グラウンドに行きたい！』 

という衝動に駆られるような雰囲気づくりをコーチ・保護者の皆様方と協力しながらサポートしていければ

と思います。 

（技術論はその後と言う事で・・・・ 伊藤チーフコーチ、すいません！） 

引続き、宜しくお願い致します。 

 

 

幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園    

    

 

今年の抱負 

幼稚園チーフコーチ 河合 淳一 

子ども達と１年間楽しくラグビーをすること。 

新しい仲間を増やすこと。 

以上２つを今年一年貫徹したいです。 

 

子供の可能性は無限大です。 

ラグビーを通して私は、子ども達の輝ける瞬間を見つけ、それを伸ばしていくお手伝いがしたいです。 

子ども達が熱中できる事は何なのか？ 

たくさんの仲間を増やし、一緒に楽しくラグビーをする事でそれを探していけたら思います。 

子ども達には、熱中できる事を見つけ、それを続ける事で我慢強い人間になって欲しいです。それがラグ

ビーであって欲しいですが、自分の好きな事なら何でも良いと思います。自分の好きな事を続けるために

は、自分を取り巻く人々（親、兄弟、友達、先生、、、）に目配せ（相手の気持ちがわかる）する必要性に気

づくと思いますし、人、物を大切にするという気持ちが出てくると思うからです。 

『自分』という色を出しながら、次代を背負っていけるような『自分形成』の場に、子ども達がこのスクール

を活用してもらえればと思いますし、その想いに応えられるようなコーチでありたいです。 

 

一年間、宜しくお願い致します。 



今年の抱負 

幼稚園サブコーチ 大原 広生 

昨年から引き続きサブチーフコーチをやらせて頂く事となりました。 

昨年は試しにやってみた練習が、子どもたちが予想以上に吸収し、試合で練習通りの動きをしてくれまし

た。その時に、子どもの成長速度は、我々の工夫次第だと思うに至りました。 

今年は、他のコーチと協力しながら、子どもたちのラグビー力だけではなく、将来に役立つ力を、少しでも

教えてあげられればと思っています。 

 

今年の抱負 

幼稚園サブコーチ 太田 昌彦 

今年は、まずは子供たちに練習を楽しんでもらいたいと思います。 

とにかく、幼稚園児は飽きやすいものです。よって、練習メニューを工夫して、楽しく子供たちを鍛えていき

たいと思います。 

それと、子供たちの年齢にあった練習メニューを提供していこうと思います。先はまだまだ長いです。幼稚

園児に最も伸びると言われている Speed・Agility・Quickness を中心に、あせらずじっくりと取り組んでいき

たいと思います。 

今年もどうぞよろしくお願いします。 

 

頑張れ！未来を担うリトルラガーメン 

幼稚園コーチ 牧野 義之 

3 月11 日午後2 時46 分、誰もが恐怖を覚え、そして東北地方に甚大な被害をもたらした東日本大震災が

発生、そしてその後の福島原発放射能漏れという過去に例のない大惨事の最中に新年度が始まりまし

た。 

この大惨事の影響は、今後も長期間続くと思います。また、それにより、幼稚園生をはじめとして小さなラ

ガーメンの活動に影響があるかもしれません。しかし、こんなときだからこそ、みんなでつなぐ「ラグビー」

を通じて、日本人としての「絆」がおのずと確認できるのかと思います。 

練習再開後のミルキーの交流戦を観ていても、子供たちはこの逆境の中、立派に成長しています。明るく、

一生懸命にグランドで動き、「トライ」というかわいくて大きな声を聞くと、本当に今の現実から明るい未来

を感じる気分です。 

今後も、様々な困難があるかもしれませんが、それを乗り越えて次世代を立派に担う若者になってもらう

よう、今年も一生懸命子供たちをサポートして行きたいと思います。 

頑張れ！麻生のちびっこラガーメン！そして、頑張れ！！日本！！！！ 

 

麻生の子供たちへ 

幼稚園コーチ 大塚敬章 

○ とにかく楽しんでラグビーをやって下さい。 

○ 友達を数多く作って下さい。 

○ そして、友達の悪口やミスを指摘しないで下さい。 

もっとありますが子供たちも少しづつ成長していく過程で適宜アドバイスをしていきたいと思います。 

 

今年の抱負 

幼稚園コーチ 牛山健太郎 

この春から次男の颯士（そうし。年中）がお世話になっております。兄と１１歳離れていることもあって家庭

では生まれた時から王子様状態で、しっかりトロトロの大甘に仕上がりつつありますが、一つ宜しくお願い

します。 

父親は日々仕事に追われる毎日の中で、週末のグランドを楽しみに１０年強。この２年はチーフコーチも

拝命させていただき、まさにスクールライフを満喫してきました。 



この度は心機一転となりますが、小さなラガー達の真っ直ぐな心に真摯に向き合って、未来を担う彼らと

共に成長していけたらと思っています。 

どうぞ宜しくお願いします。 

 

今年の抱負 

幼稚園コーチ 熊谷知                                                       

①  ヒトとしては、『増毛と減量』。人としては、『輝きながら大きくなる』。 

② 『ラグビーのための日曜日ではなく、日曜日のためのラグビーにする』 

③ 『ほめる』（NEW!!） 

 

グランドの端で、耳を澄ませると聞こえてくるのは、子供たちの楽しくはしゃぐ声と思いきや、大人の声が

多い。 

その中でも、指示や批判が６～７割。ほめてる言葉は・・・・。 

叱ることは、大切。でも叱ってばかりじゃ楽しくないかも・・・・ 

声だせ！聞け！見ろ！もっと前！もっと後ろ！行け！真っ直ぐ！右！左！倒れるな！寝ろ！走れ！ 落

とすな！離せ！パス！・・・グランドで、よく聞く言葉。 

この言葉の動きは、DeAGOSTINI を何冊も買って、付録についてくるようなロボットでも出来そうな動きば

かり。 

子供たちは、鉄人28 号？？ガンダム？？ 違う。 

そう思いながらも、つい出てしまう。行け！タックル！鉄人28 号！行け！ガンダム！ 

このような指示は、僕たちの世代では、あたりまえでした。でも、今の子供たちの性格や生活環境、ラグビ

ーを始めた動機も以前とは違います。 

僕たちは、ラグビーがやりたくて始めた人たちがほとんどでしょうが、子供たちの大半は、自分の意思で

はないきっかけでラグビーを始めています。 

もっとわかり易く言い換えると、昔の子供を鉄人28 号やガンダムだとすれば、今は、エヴァンゲリオンとで

もいえばいいのでしょうか。 

（この意味自体、不明な方がいるかもしれませんが、それ位、環境は変わっているということです） 

だからこそ、指示通りの動きよりも、日頃の練習から状況判断が出来ること。 

コーチが思っていることと、子供たちが思っていることが同期すること、子供たちが自主的に考えられるよ

うにすることが重要だと思っています。 

自分自身で考えるには、楽しくなること、好きになることが一番。 

楽しい⇒好きになる⇒もっとラグビーがしたくなる⇒上手くなりたい⇒積極的に練習する⇒もっと上手くな

る⇒試合に勝つ⇒もっと楽しくなる⇒もっと好きになる。 

小学生のうちは、まず楽しくて好きになるという気持ちを育んでいければと思います。  

だから、僕は、みんなが楽しい日曜日になるように、ほめまくります。 

ほめることは難しいです。一方で、ミスを見つけたり、叱ることは感情に任せれば簡単に出来ます。 

1 日中でも叱ってられます。でも、ほめるとなると１分ですら続けることは出来ません。  

ほめるには、その子を真剣に見て、理解していなければ出来ません。 

こういう自分が、この原稿上でも、批判が多くなり、ほめることが出来ていましぇん。。。。すいましぇん。 

どうすれば、ほめ上手になれるのか、今年は、ほめることを得意とする方々が多数所属する昼のメイドカ

フェ・夜のクラブ活動で探究していきます。 

只今 共同研究者募集中!!  

追伸：叱ることの重要性についても、昼のツンデレカフェ・夜の●●クラブでの活動を参考に研究準備中。 

 

ことしがんばること 

 ようちえん  なかはら ゆおん 

みながトライできるようにパスがうまくなりたい。 

 



ことしがんばること 

ようちえん  おおはら りゅうく 

 トライを一万回とる！ 

 

ことしがんばること 

ようちえん  さとう りく 

しあいでトライ、はやくはしる、コーチのはなしをちゃんときく。 

 

ことしがんばること 

ようちえん  かわい まさき 

あしがはやくなって、たくさんトライをきめたい。 

 

ことしがんばること 

ようちえん  のだ こうすけ 

タックルをいっぱいがんばる。 

 

ことしがんばること 

ようちえん  ささき なるみ 

タックルでボールをとって、いっぱいトライする！ 

ことしがんばること 

ようちえん  こさか りゅうへい 

トライをたくさんする。 

 

ことしがんばること 

ようちえん  たかや ゆうき 

はやくはしれるようになる。ボールのうばいあいにまけないようにする。 

 

ことしがんばること 

ようちえん  こだま えいと 

400ｍいっぱいはやくはしる！ 

 

ことしがんばること 

ようちえん  うしやま そうし 

泣かないでがんばる！ 

 

ことしがんばること 

ようちえん  かわい りょうま 

トライをきめたい。 

  

今年の抱負 

幼稚園 中原侑温の父  

ラグビーを初めて４年目、３回目の春です。ますます自己主張が強くなってきておりますが、チームの

事・仲間の事を考えることができる１年になってほしい。 

 

今年の抱負 

幼稚園 大原琉来の母 

３歳になる月に正式に入校。 

初めは母離れを目標にしていましたが、今では父子の楽しい時間になっているようで安心しています。 



「前へ」 

北島忠治監督の哲学のように、これからもラグビーを通して心も体も逞しい人間に育って欲しいです。 

 

今年の抱負 

幼稚園 野田航佑の母 

兄と一緒に始めたラグビーも１年がたちました。最初は 400m を走りきることも出来なかった航佑も体力

がつき、400m 完走できるようになりました。 

今年は年長さん！！幼稚園チームをひっぱっていくようなプレイ、姿勢を！！期待しています。 

 

いつになったら・・・ 

幼稚園 小坂龍平の母 

スクールに入ってもうすぐ一年になりますが、やる気とか頑張るとかそういう言葉とは全く無縁の息子で

す。 

気がつくと砂遊びや虫探しをしています。 

親としては、ボールに食らいつくようなプレーや走りを一日も早く見たいのですが、今の状況では永遠

に来そうもありません… 

いつかスイッチが入るのを信じて、今年も稲城に通いたいと思いますので、ご指導お願いします。 

 

 



新コーチ紹介新コーチ紹介新コーチ紹介新コーチ紹介    

 

 

5 年生担当 柳沢 

 

  １．入校とコーチ就任の動機 

    清水コーチからスクールの話を伺い、ラグビーの楽しさを知って頂きたいと思い 

    決意致しました。 

  ２．麻生ＲＳで何をしたいか？ 

    スクールを通してチームワークの大切さ、皆で考える事の必要性を学んで頂ければと 

    思っています。どんなに厳しく辛い状況でも諦めないチームを作っていければと思って 

    います。 

    褒める時は褒め、ぶつかる時はぶつかる事もチームとして大切だとおもいます。 

    抱負：どんなに苦しい状況でも前を向いて進む！ 

    初めての経験なので至らない点は多々あると思いますが、明るく楽しくをモットーに 

    頑張りますのでよろしくお願い致します。 

  ３．スポーツ経験 

    小学校～中学校までサッカー部キーパーをやってました。 

    高校時代にラグビー部でＦＷ（ＰＲ、ＲＯ、ＦＬ）とたまにＣＴＢをやってました。 

    今は地元（横浜）と会社でフットサルをやっています。 

  ４．その他 

    趣味：スポーツ観戦（主に野球・サッカー・ラグビー） 

        映画鑑賞 

    好きな球団：ヤクルト（休みの日は良く神宮球場に出没してます。） 

    まだまだ分からない事だらけですが、スクールの発展の為に頑張りますので、 

    見かけたら気軽に声をかけて下さい！ 

    これからよろしくお願い致します。 

 

 

 

     



平成23年4月17日

　１．開会の辞 加賀幹事長

　２．議長の選任 三浦校長

　３．平成２２年度事業報告（小学） 古田副校長（小学）

　４．平成２２年度事業報告（中学） 小坂副校長（中学）

　５．平成２２年度決算報告 会計（越野・山中）

　６．平成２２年度会計監査報告 児玉・太田監事

　７．平成２３年度役員人事任命 三浦校長

　８．平成２３年度事業計画案（小学） 古田副校長（小学）

　９．平成２３年度事業計画案（中学） 小坂副校長（中学）

１０．平成２３年度予算案 重住副校長（統括）

１１．学年担当コーチ紹介 各チーフコーチ

１２．中学部「神奈川DAGS RS」としての単独化について 三浦校長

１３．中学部単独化に伴う校則の改定 小松副幹事長

１４．質疑応答（３～１３の議事毎に実施）

１５．退任会計担当への謝礼 三浦校長

１６．閉会の辞 加賀幹事長

３～１０と１３については総会での承認事項です。

　　　　定足数：１／３＝４６人以上、過半数は６９人とする。

尚、父母懇親会を１７時半より百合丘駅の「多満」にて開催しますので

多数のご参加をお願いします。

　　　  校長の指名により幹事長を議長に選任することについて了承をいだだきます。

[総会議事次第］

　日時：平成２３年４月１７日（日）　１４：００～１５：３０

　場所：麻生市民館　３階　第１会議室

注）１．総会の定足数は校則により会員の３分の１、議決は出席者の過半数とする。

　　　　平成２３年４月１７日現在の会員は以下による。

　　　　生徒総数：１３１人　父母数：中学２７人、小学８０人　計１０７人

　　　　父母コーチ等を除くコーチ・役員　３０人　総計１３７人に対して

　　２．議長の選任については校則第10条2項において校長が当たるとありますが、

平成２３年度　麻生ラグビースクール総会

議　案　書

01328
フリーテキスト
開会時出席者４０人、委任状３２人計７２人で総会は定足数を満足し成立しました。

01328
フリーテキスト
父母懇親会は２５人が参加しました。



平成２２年度 事業報告 

平成23年4月17日 

 小学の部 中学の部（ＤＡＧＳ） 

平成22年4月 

始業式  練習開始（4/4） 

第１回コーチ研修会（4/10） 

総会・母の会・懇親会（4/11） 

日大ラグビーフェスタ（4/29） 

始業式  練習開始（4/4） 

第１回コーチ研修会（4/10） 

総会・懇親会（4/11） 

練馬･世田谷RS交流戦(4/29) 雨天中止 

5月 

父母懇親運動会、ﾘｻｲｸﾙ（5/16） 

父母会・コーチ会（学年毎） 

神奈川県春季交流大会(6/13秋葉台Ｇ) 

タックル講習会＆給水についての講習 

 

6月 

ミルキー大会(6/27中野Ｇ) 

第２回コーチ研修会(6/12) 

ﾘｺｰﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾀ(6/20砧Ｇ) 

 

第２回コーチ研修会(6/12) 

三橋杯(6/26)、各高校ラグビー祭 

（法政二6/20、桐蔭6/27） 

（東海大相模6/20） 

7月 

合宿説明会（合宿参加者）(7/4) 

県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾀ 3年生（7/4） 

第３回コーチ研修会（7/10） 

夏合宿（菅平高原7/16～19） 

夏合宿打ち上げ、反省会(7/31) 

横浜ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ参加（7/4） 

第３回コーチ研修会（7/10） 

東京高校＆目黒学園合同ラグビー祭 

参加（7/19） 

夏合宿（菅平高原7/23～26） 

8月 

夏休み（8/8、15） 

夏季指導者研修会（8/15） 

秋季練習開始（8/22） 

5･6年生ミニ合宿(8/28･29) 

夏休み（8/8、15） 

秋季練習開始（8/22） 

ミニ合宿(8/28･29)東海大学湘南キャ

ンパスにて 

9月 

多摩市ラグビー祭り(9/5多摩市陸上) 

第４回コーチ研修会(9/11) 

神奈川県秋季交流大会(9/19深沢Ｇ) 

 

第４回コーチ研修会(9/11) 

神奈川県大会 

10月 
神奈川県大会 

低学年秋季交流大会(10/10雨天中止) 
神奈川県大会 

11月 

神奈川県大会 

低学年秋季交流大会(11/7,14) 

大和ｷﾝﾀﾞｰｶｯﾌﾟ(11/7) 

第５回コーチ研修会(11/20) 

神奈川県大会 

県大会打上（みなとみらい） 

東日本中学大会 

東西対抗戦（麻溝台） 

第５回コーチ研修会(11/20) 

12月 

神奈川県ラグビースクール運動会 

（12/12なぎさ海浜公園） 

納会（12/19） 冬休み（12/26） 

神奈川県ラグビースクール運動会 

（12/12なぎさ海浜公園） 

ｸﾞﾘｰﾝ RS餅つき大会参加（12/19） 

納会（12/19） 冬休み（12/26） 

平成23年1月 

冬休み（1/2） 

ＤＡＧＳ説明会、新年会(1/8) 

餅つき大会（1/9）黒川青少年 

全国ジュニア選手権大会（花園） 

新年会(1/8) 

餅つき大会（1/9）黒川青少年 

2月 

多摩指導者交流大会（2/11雪で中止） 

ﾐﾆﾌｧｲﾅﾙｶｯﾌﾟ６年(2/13三菱重工業Ｇ) 

同上（2/19保土ヶ谷Ｇ） 

川崎ＲＳ定期戦(2/20等々力補助Ｇ) 

通常練習 

3月 

藤沢ＲＳ定期戦(3/13秋葉台Ｇ)中止 

県指導者交流大会（3/21）中止 

修了式（3/27） 

 

卒業試合（3/6）VS 田園RS 

ＤＡＧＳ卒業式(3/6) 

東日本Ｕ１５大会中止(3/20) 

神奈川選抜群馬との試合（3/21）中止 

卒業式（3/27） 

 





平成23年4月17日

平成２３年度役員人事案

担当役員

校長 　三浦  幸宏

副校長 　重住　英彰(統括) 　古田　十（小学） 　小坂　頼史(中学)

幹事長 　加賀    司

副幹事長 　牧野　義之(小学) 　小松　正巳(中学)

会計（５年父母） 入金：萩原　信子 入金：真山　寿江 出金：井上　哲子 出金：佐藤　栄子

会計監査 ※児玉　修 ☆太田　昌彦

県ラグビー協議会（麻生RS兼任）

（評議委員） ※三浦　幸宏 ☆古田　十 　重住  英彰

（競技委員） ※田口  幸吉 ☆山中　淳朗 　大坪　　功 　菅田　光平

（コーチソサエティ） ※大森　昇(小学) ☆山本　慎一 　向野　禎明 　小坂  頼史（中学）

（事業委員） ※牧野　義之 ☆小作　紀昭 　井上　正敏 　京屋　宣正

（広報・普及委員） ※重住　英彰 ☆斎川　宏 　宮澤　秀毅 　大原　広生

（安全対策委員） ※武井　智之 ☆外岡　幸雄 　熊谷　知 　渡部　眞久

チームドクター 　川口  文夫

合宿 ※重住　英彰 ☆加賀　司 　牛山　健太郎 　野田　卓人

※小坂  頼史（中学） ☆小松　正巳（中学）

合宿（５年父母担当） 　寺田　三和子 　安井　絹子 　宮澤　秀毅 　濱田　玉貴

　野川　文緒 　横島　由紀 　中司　倫子 　伊藤　由美子

　西野　貴子 　大坪　咲恵

レフリー（ルール） ※大森　　昇(６年） ☆山本　慎一(３年） 　木下　義之(６年） 　大坪　　功(６年）

　小作　紀昭(５年） 　重住  英彰(５年） 　武井　智之(５年）

　宮内　伸也(４年） 　外岡　幸隆(４年） 　佐藤　満弘(４年） 　清水  賢一(３年）

  田口  幸吉(３年） 　矢野　彰一(３年） 　牧野　義之(幼） 　牛山　健太郎(幼）

　大塚  敬章(幼） 　藤田  茂雄(中学） 　川口  文夫(無）

注：ﾚﾌﾘｰ候補者は 注）エントリーチーム数×３名を目途に各学年からレフリー候補者を別途選出する

　　ﾚﾌﾘｰ取得を条件 　　６年３名､５年６名､４年３名､３年９名､２年６～９名､１年３～６名､幼稚園３～６名

技術指導 ※（６年）大森　昇 （６年）木下　義之 （５年）渡部　眞久 （５年）向野　禎明

☆（４年）外岡　幸隆 （４年）上田　博朗 （３年）清水  賢一 （２年）京屋  宣正

　（１年）菅田　光平 　（幼）大原　広生

用具 ※山中　淳朗 ＊横尾　英毅（中学）

ユニフォーム管理 ※三沢　洋 ＊小坂  頼史（中学）

庶務（保険・入校手続） ※牧野　義之 　外岡　幸隆 　武井　智之 ＊小松　正己（中学）

記録 ※外岡　幸隆 ☆

編集 ※毛利　昌康（５年） ☆宮澤　秀毅（２年） （６年）木下　義之 （５年）宇田　洸希

（４年）上田　博朗 （３年）亀田　直幹 （２年）井上　正敏 （１年）津国　秀一

（幼）菱田　元 （中学）小松　正己

広報（募集） ※大原　広生（幼） ☆金　聖雄（１年） ☆河合　淳一（幼） （幼）児玉　修

（２年）井上　正敏 （幼）牛山　健太郎

広報（ホームページ） ※宮澤　秀毅 ☆金　聖雄 　小坂　頼史(中学)

忘れ物 各学年１人

グランド予約 日大稲城：三浦  幸宏 商船三井：森賀  一介

麻生市民会館予約 (申込)加賀　司 （振込み）会計

母の会(５年母担当) 　菅原　恵美子 　川原　育子 　松田　紀子

運動会ﾘｻｲｸﾙ(４年母担当)※曽我　浩 (４年母・コーチ担当)

日大ﾌｪｽﾀ ※牧野　義之 (６年母主体に全学年母)

餅つき大会(６年母担当)

卒業式(５年母担当) 　齋藤　由加 　大森　優子 　大竹　優美 　安藤

ＯＢ連絡委員 　湊    洋二、佐藤  満弘、三浦　幸宏、田口  幸吉、清水  賢一、藤田　茂雄

　古田　　十、重住　英彰、小松　正巳、牛山　健太郎

役員名　注記　※はチーフ、☆はサブ、斜太字は新任を示す。

３役



平成２３年度 事業計画案 

平成23年4月17日 

 小学の部 中学の部（ＤＡＧＳ） 

平成23年4月 

第１回コーチ研修会（4/9） 

始業式  練習開始（4/10） 

総会・母の会・懇親会（4/17） 

日大ラグビーフェスタ（4/29） 

第１回コーチ研修会（4/9） 

始業式  練習開始（4/3） 

総会・懇親会（4/17） 

新人戦(4/24～)  

5月 

ミルキー大会(5/5)保土ヶ谷Ｇ 

父母懇親運動会、ﾘｻｲｸﾙ（5/15） 

父母会・コーチ会（学年毎） 

神奈川県春季交流大会（未定） 

新人戦 

タックル安全講習会 

三橋杯(5/8)、 

6月 

第２回コーチ研修会(未定) 

ﾘｺｰﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾀ(未定) 

大和ＲＳ交流試合（未定） 

第２回コーチ研修会(未定) 

各高校ラグビー祭 

（法政二6/19、桐蔭6/26） 

（東海大相模6/19） 

7月 

合宿説明会（合宿参加者）(7/3) 

県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾀ 3･4年生（未定） 

第３回コーチ研修会（未定） 

夏合宿（菅平高原7/15～18予定） 

夏合宿打ち上げ、反省会(7/30) 

7月 3日横浜ラグビーフェスティバル

第３回コーチ研修会（未定） 

懇親会(コーチ＆父母) 

夏合宿（菅平高原7/22～25予定） 

8月 

夏休み（8/7、14） 

夏季指導者研修会（8/14予定） 

秋季練習開始（8/21） 

5･6年生ミニ合宿(8/27･28予定) 

夏休み（8/7、14） 

秋季練習開始（8/21） 

ミニ合宿(8/27･28) 

9月 

多摩市ラグビー祭り(9/4予定) 

第４回コーチ研修会(未定) 

神奈川県秋季交流大会(未定) 

第４回コーチ研修会(未定) 

神奈川県大会 

10月 
神奈川県大会 

低学年秋季交流大会(未定) 
神奈川県大会 

11月 

神奈川県大会 

低学年秋季交流大会(未定) 

大和ｷﾝﾀﾞｰｶｯﾌﾟ(未定) 

第５回コーチ研修会(未定) 

神奈川県大会 

東日本中学大会 

東西対抗戦（三ッ沢） 

第５回コーチ研修会(未定) 

県大会打上 

12月 
県協会ﾗｸﾞﾋﾞｰｽｸｰﾙ運動会（12/11予定） 

納会（12/18） 冬休み（12/25） 

県協会ﾗｸﾞﾋﾞｰｽｸｰﾙ運動会（12/11予定） 

納会（12/18）ｸﾞﾘｰﾝ RS餅つき大会 

冬休み（12/25） 

平成24年1月 

冬休み（1/1） 

ＤＡＧＳ説明会、新年会(1/7) 

餅つき大会（1/8）黒川青少年 

全国ジュニア選手権大会（花園） 

新年会(1/7) 

餅つき大会（1/8）黒川青少年 

2月 

多摩指導者交流大会（未定） 

茅ヶ崎ＲＳ定期戦(未定) 

ﾐﾆﾌｧｲﾅﾙｶｯﾌﾟ６年生(未定) 

新人交流大会 

3月 

川崎ＲＳ定期戦(未定) 

藤沢ＲＳ定期戦(未定) 

県指導者交流大会（3/20予定） 

修了式（3/25） 

 

卒業試合 

ＤＡＧＳ卒業式(3/11予定) 

東日本Ｕ１５大会 

神奈川選抜群馬との試合（3/20予定） 

卒業式（3/25） 

 



　　　麻生ラグビースクール　平成２３年度予算案

平成23年4月17日

項　　目 Ｈ２２年度予算Ｈ２２年度決算Ｈ２３年度予算

前年度繰越 780,233 780,233 575,497

校費 2,412,000 2,283,000 2,412,000

入校費 20,000 15,000 20,000

ユニフォーム売上 230,000 157,000 150,000

夏合宿費 3,000,000 2,803,500 2,800,000

雑収入 0 9,956 0

入金の部　合　　計 6,442,233 6,048,689 5,957,497

ラグビー協会会費 250,000 199,450 200,000

安全協会損害保険費 300,000 305,265 300,000

交通費（遠征費含む） 300,000 368,940 400,000

交際費（慶弔費含む） 250,000 184,275 200,000

備品費 300,000 413,298 300,000 ﾚﾌﾘｰｼﾞｬｰｼﾞなし

会議運営費 300,000 343,895 300,000

グランド使用料 100,000 75,000 100,000

連絡通信費 30,000 740 30,000

遠征費（中学選抜等） 120,000 110,000 120,000 花園出場を期待して

運動会費用等 50,000 49,500 50,000

日大ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾀ費用 200,000 147,215 200,000 600食分

もちつき大会費用 50,000 41,355 50,000

卒業式費用 60,000 49,400 60,000

卒業記念品費用 300,000 188,160 200,000

広報印刷費 100,000 18,860 100,000 写真展毎年実施

消耗品費 50,000 47,076 50,000

夏合宿費 3,000,000 2,571,143 2,600,000

雑費 70,000 34,400 50,000 2010.03.31時点

ユニフォーム購入費 100,000 25,220 300,000 本局分 394,319

３５周年積立 300,000 300,000 100,000 通帳分 61,377

予備費（次年度繰越） 212,233 575,497 247,497 現金 119,801

出金の部　合　　計 6,442,233 6,048,689 5,957,497 合計 575,497

予算計上の考え方 35周年積立金 横浜銀行 826,166

１．備品購入としてＡＥＤ１個リース分含む。 総計 1,401,663

２．３５周年記念式典積立金は別通帳として横浜銀行に預金。

　　ただし予備費（次年度繰越金）が減少傾向にあるため今年度は１０万円に削減する。

３．備品は昨年のレフリージャージ分削減、ユニホームは在庫切れのため今期４０着購入する。

各種懇親会等の補助

124人×18,000円＋
20人×18,000円×0.5

20人分×1,000円

20人分×7,500円



学年

①生徒

②ｺｰﾁ

①/②

中学 　小坂　頼史(3、年長)   教村　政司 　赤嶋　知行 　湊　洋二

27 　横尾　英毅(3･中3) R 藤田　茂雄

9 　小松　正己 　斎藤　次雄

3.0 　計良　正弘

６年 　加賀　　司 　安井　絹子(5)   田村　駿介 　森賀　一介

11 R 大坪　功(5)   松岡　　智 R 岸川　泉

14 R 木下　義之(中2) R 大森　昇(5･中1)   風間　　磨 　赤池　康彦(中１)

　三沢　洋(中１） 　三浦　幸宏   中西　貢

0.8

５年 R 小作　紀昭(6) R 重住　英彰 R 武井　智之

21 　向野　禎明(4) 　毛利　昌康

10 　山中　淳郎(6) 　宇田　洸希 　清水　孝陽

2.1 　渡部　眞久 　柳澤　進矢

４年 　曽我　浩(中1) 　小山田　俊宏(中1) 　菅原　　司(5)

10   室井　秀夫(中1)

8 R 外岡　幸隆 　上田　博朗(3)

R 宮内　伸也

1.3 R 佐藤　満弘

３年 R 山本　慎一(6) R 田口　幸吉(中1) 　川原　篤(5)

26 　 清水　翔太 　亀田　直幹(6)

10   古田　　十(4) R 矢野　彰一 　山藤　輝明

2.6 R 清水　賢一 　矢部　孝徳

２年 　濱田　正行(5) 　宮澤　秀毅※(5･2) 　神下　高弘※(2)

16 　井上　正敏(5)

9 　斎川　宏(3･1) 　京屋　宣正※(2)

　野田　卓人(3・年長) 　濱田　和弘※(2)

1.8 　原田　泰一※(2)

１年 　伊藤　信一(5)  　菅田　光平※(1) 　金　聖雄※(年長) 　原田　泰治※(3･1)

8 　東野　宏行(3･中1) 　竹川　健次(2)

8 　野村　文雄(3) 　津国　秀一(4・3)

1.0
幼稚園 　河合　淳一※(年長) R 牧野　義之(中2) R 大塚　敬章
11 　児玉　修※(3・年中)
9 　大原　広生※(年長) 　菱田　元

　太田　昌彦(3) R 牛山健太郎※(年中)
(9) 　熊谷　知(4･3)
1.2

その他 R 川口　文夫（Dr）

ｸﾗｯｼｬｰｽﾞ 　川越　義一 （清水　賢一）

2
生徒数 130 コーチ数 79

注１．子供が居る学年を見るのは特別な事情のケースを除き２年生までとする。

注２．斜体太文字は新任を示す。

注３．（　）は子供の学年、Ｒはレフリーを示す。

チーフコーチ／サブチー
フコーチ氏名

　　　　　　　和田　一宏、松村　睦夫、田中　篤志

コーチ氏名

麻生ラグビースクール　平成２３年度　コーチ体制表

平成２３年４月１７日現在

退任コーチ　加藤　高敏、　宮原　照明、池田　一志、安井　章、梅原　清志、小澤　万丈、梅津　満

01328
フリーテキスト


01328
フリーテキスト
斉藤　次雄



麻生ラグビー・スクール　校則　改定案（赤字部分） 平成23年4月17日

第１条（名称および事務所）　本校は、麻生ラグビー・スクールと称し、事務所を幹事長宅におく。 　４．総会は、本校の最高議決機関であり、次の各号に掲げる事項を審議し、決定する。
　　(1) コーチを除く役員の選出。

第２条（目的）　本校は、ラグビー・フットボールを通じて、「次代を背負う若者づくり」をテーマ 　　(2) 事業報告および事業計画案。
　　　　とし、心身ともに健全な少年を育成することを目的とする。 　　(3) 会計報告および予算案。

　　(4) 本校則の改正。
第３条（事業）　本校は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 　　(5) その他の必要事項。
　１．原則として毎日曜日午前中の練習（但し、天候不良時、年末年始、及び春、夏に練習休みを
　　　設けることがある。） 第11条（幹事会）
　２．練習試合および各種大会への参加。（この場合、午前中だけに限らない） 　１．幹事会は、役員によって構成する。
　３．３年生以上の生徒による合宿（低学年の希望者は条件を設けた上で参加を認めることがある） 　２．幹事会は、原則として毎月１回の定例会の他に、幹事長が必要と認めた場合に適宜召集する。
　４．スクール生の母親を中心として麻生ラグビースクール「レディース・クラブ」を組織する。 　　　またはその構成員の２分の１以上の要請がある場合に開催される。
　　　ただし、活動に関する一切の費用は個人負担とする。 　　　幹事会の議長は、幹事長が当たるものとする。
　５．小学部は「麻生ラグビースクール」として県協会に登録し活動を行う。 　３．幹事会は、次の各号に掲げる事項を審議し、決定する。
　　　中学部は「神奈川ＤＡＧＳラグビースクール」として県協会に登録し活動を行い、 　　(1) 役員候補者の推薦。
　　　本校はそれを補助する。 　　(2) 練習、試合、および合宿などに関する企画を含む事業企画案の作成。
　６．その他の事業。 　　(3) 予算案の作成。

　　(4) 本校則の改正案の作成。
第４条（入校資格および入校申込み） 　　(5) 細則に規定された事項を含む、その他の必要事項。
　１．本校の生徒となりうる者は、原則として麻生区近郊に居住する幼稚園年中より中学生までの
　　　児童とする。 第12条（会議の定足数と議決）
　２．本校に入校を希望する者は、本校所定の申込み書および健康調査書に必要事項を記入し,校長 　１．総会は、会員の３分の１以上の出席で成立し、幹事会は、構成員の２分の１以上の出席で成立する
　　　宛に申し込むものとする。同時に入校金は校費と共に郵便局から振り込むものとする。 　　　両会議とも、議事は出席者の過半数によって決定する。ただし、役員たる地位の喪失および生徒

　　　退校等を含む人事については、出席者の３分の２以上の多数による議決を必要とする。
第５条（役員）　本校に、次の各号に掲げる役員をおく。 　２．本校生徒の父母は、総会に出席し、意見を述べることができるが、定足数と議決権については、
　１．校長１名、副校長３名、幹事長１名、副幹事長２名。 　　　これを１人とみなす。
　２．幹事は、グランド、指導、渉外、会計、庶務、記録、用具、連絡、広報担当、チーム・ドク
　　　ター、諮問委員及びコーチで構成する。 第13条（運営費および会計年度）
　３．監事２名。 　１、本校の運営費は、入校金、校費、合宿費および寄附金をもって、これに当てる。
　４．校長は神奈川ＤＡＧＳラグビースクールの顧問に就任する。 　２．入校金は、1,000円、校費は、１ヵ月 1,500円とする。

　３．校費は、３ヵ月分を１月、４月、７月および10月の、それぞれ10日までに納入するものとする。
第６条（役員の選出） 　４．入校希望者は、入校時に入校金と次回の校費納入前月までの校費を納入するものとする。
　１．コーチを除く役員は、総会において選出するものとする。 　５．納入された入校金および校費の返却には応じない。
　２．コーチは、幹事会の同意を得て、校長が委嘱する。 　６．本校の会計および執行年度は、毎年４月１日より翌年３月31日までとする。
　３．中学部コーチは神奈川ＤＡＧＳラグビースクールのコーチ・役員に就任する。

第７条（役員の任務） 第14条（退校）
　１．校長は、本校を代表し、幹事会の決定に従って校務を統轄する。 　１．著しく校則に反する行為があった場合もしくは本校の運営の趣旨に著しく反する行為があった
　　　また神奈川ＤＡＧＳラグビースクールの顧問として中学部の運営に関与する。 　　　場合は、 幹事会の議に基づいて退校させることができる。 
　２．副校長は、校長を補佐し、校長の事故ありたるときは、その職務を代行する。 　２．前項の場合を除き、本校からの退校を希望する者は、保護者を通じて校長に申し出るものとする
　３．幹事長は、監事およびその他の役員の協力を得て、本校の運営に必要な事項を処理する。
　４．副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長の事故ありたるときは、その職務を代行する。 第15条（細則）
　５．コーチは、校長の命を受け、生徒の指導に当たる。 　事業を遂行し、校務を処理するために必要な細則は、幹事会の議に基づいて別に定める。
　６．監事は、会計を監査し、定期総会にその結果を報告する。
　７．諮問委員は校長の諮問を受け活動するものとする。 附則　この校則は２０１１年４月１７日から施行する。

以上
第８条（役員の任期）
　１．役員の任期は、１年間とする。ただし、再任を妨げない。 設立日　昭和54年 4月 8日
　２．補欠による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 改正　　昭和63年 5月15日

　　　　平成 1年 5月14日
第９条（名誉校長、コーチＯＢ） 　　　　平成 2年 5月13日

　　　　平成 3年 5月12日
　１．本校に、総会の議を経て名誉校長をおくことができる。 　　　　平成 4年 5月 2日
　２．コーチＯＢは、会に参加できる。 　　　　平成 5年 4月18日

　　　　平成10年 4月26日
第10条（総会） 　　　　平成14年 4月13日
　１．総会は、役員および本校生徒の保護者によって構成する。 　　　　平成16年 4月18日（副校長２名から３名、監事１名から２名）
　２．総会の召集は、校長が行い、その議長は校長が当たるものとする。 　　　　平成17年 4月17日（第14条退校）
　３．定期総会は、毎年度１回開催し、臨時総会は、校長もしくは幹事会が必要と認めたとき、 　　　　平成18年 4月16日（第3条レディース・クラブ設立）
　　　または、会員の３分の１以上の要請がある場合に開催する。 　　　　平成23年 4月17日（第3の県協会登録及び第5､6､７条の中学部に関する事項を追加）



編集後記編集後記編集後記編集後記    

    

新年度になり、新たな編集委員が加わり新鮮な気持ちでスタートしました。これからもリトルラガーメン

への提案などありましたら各学年の編集担当をとうして、あるいは直接私にお知らせください。よろしくお

願い致します(編集長毛利) 

新年度を向えそれぞれの目標が達成されますようにがんばりましょう。（ＤＡＧＳ小松） 

6 年生は少数ながら、個々から纏まって強い絆で今年一年。最高の思い出を作りたいと思います。ご父

兄の熱い原稿有り難う御座いました。皆様応援宜しくお願い致します。(6 年木下) 

新年度が始まり、また大きく成長した作文がたくさんありました。一人ひとりの文章を読むたびに、今年

の活躍が期待できる素晴らしいものでした。（5 年宇田） 

今年度より 4 年生の編集係りを拝命いたしました。よろしくお願いします。今回の編集作業を通じて普段

接する中ではなかなか聞くことができない子供たちの秘めた決意や目標を知ることができました。みんな

意外と力強いんで頼もしい限りです。今年度の 4 年生は必ず熱いハートでやってくれると感じました。(4 年

上田) 

文章から子供の成長を確認できるので楽しみです。 (3 年亀田) 

今年から編集委員を担当します井上です。宜しくお願い致します。子供たちが立てた目標の達成に向け

てサポートしていきたいと思います。（2 年 井上） 

今年度より編集委員として活動させて頂くことになりました。皆さん大変短い期間の中で今年の抱負を

頂きありがとうございました。 

子供たちの素直な気持ちが伝わってきて、編集は大変楽しいものでした。今後とも宜しくお願いします。

(1 年津国) 

毎週、着実な進歩が目に見え、１年生との練習試合にも物おじしない幼稚園児の「今年の抱負」一言で

す。更に仲間を増やし、この調子で頑張ろう。(幼稚園菱田) 

 新学年になり、新しい仲間も増えました。学校や地域を超えたつながりです。このつながりを大切に(宮

澤) 
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